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	 世界中の安部公房の読者のための通信 世界を変形させよう、生きて、生き抜くために！
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『カンガルー・ノート』論

    （１）

岩田英哉



        目次

０。はじめに

１。結論：この小説には何が書いてあるのか

１。１ 様式について

１。２ 内容について

１。２。１ 量としてある言葉の視点から見た内容

１。２．２ 質としてある言葉の視点から見た内容

２。『カンガルー・ノート』の呪文論

２。１ 呪文とtopologyと変形の関係

３。『カンガルー・ノート』の記号論

３。１ 章別・記号分類

３。２ 記号別・記号分類

４。シャーマン安部公房の秘儀の式次第

５。シャーマン安部公房の秘儀の式次第に則つて７つの章を読み解く

５。１ 差異を設ける：第１章：かいわれ大根

５。１。１ 存在と存在の方向への標識板と超越論の関係

５。１。２ 安部公房の幾つかの文章（テキスト）を超越論で読み解く

（１）『カンガルー・ノート』

（２）『さまざまな父』

（３）再び『カンガルー・ノート』

（４）『砂の女』

（５）『魔法のチョーク』

５。１。３ 如何にして主人公は存在になるか

５。１。４ 『カンガルー・ノート』の形象論

（１）《提案箱》

（２）《カンガルー・ノート》
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（７）片道切符

（８）手術室と手術台

（９）自走するベッド

（１０）自走ベッドによる章の間の結末継承

（１１）何故人間は《かいわれ大根》を吐かねばならないのか

（１２）人面スプリンクラー

（１４）温泉療法

（１５）満願駐車場の呪文

（１６）笛の音

（１７）風の音

（１８）駐車場

（１９）「進入禁止」の立て札

（２０）サーカス

（２１）列車

（２２）呪文

（２３）尻尾

５。１。５ 存在の祭りと次の存在への立て札

５。２ 呪文を唱える：第２章：緑面の詩人

５。２。１ 存在の中の存在の中の存在の怪奇小説『大黒屋爆破事件』

５。３ 存在を招来する

５。３。１ 存在の中の存在の中の存在の話１：第３章：火炎河原：

５。３。２ 存在の中の存在の中の存在の話２：第４章：ドラキュラの娘

５。４ 存在への立て札を立てる：第５章：新交通体系の提唱
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＊＊＊＊＊
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０。はじめに

『自作再見――『密会』』といふ、これは多分出版社の、作家による自作再見といつた連載

物の問ひに答へた短文ではないかと思はれますが、この文章の最後に次の言葉があります。

（全集第２９巻、２２７ページ下段）

『密会』の最後で作者は虚構の世界で「ぼくはその幻影の愛玩動物みたいな少女を抱きしめ

て、ただやみくもに病院の地下の迷路を彷徨し続けた。」と書いた後に続けて、

「その迷路の床に、「明日の新聞」が落ちていた。

 電池の切れたマイクに向かって、鼻水まじりに訴え続ける。「助けて下さい、絶対にいい患

者になることを誓いますから」

 そしてどうやら『カンガルー・ノート』は、その「明日の新聞」の内容ということになる

のだろうか。五十年もかかって歩き続け、まだ迷路からの出口の予感さえない。」

この文章の書かれたのは、１９９１年１２月１５日、生年１９２４年を単純に引き算すれば、

安部公房６７歳といふことになります。この歳から５０年を此れも単純に差し引くと、１９

４１年、安部公房１７歳といふことになります。全集第１巻の最初の作品が『問題下降に依

る肯定の批判』が１９４２年１２月９日付ですから、この「五十年もかかって歩き続け」と

いふ言葉は、安部公房が遅くとも十代の後半、成城高校時代に文学に志してからの５０年と

いふ意味になります。

「明日の新聞」［註１］の内容とは何か、それは一体どのやうなものなのか。このことを論ず

るのが、この『カンガルー・ノート』論といふことになります。

［註１］

「明日の新聞」といふ超越論の、主人公が世界の果てに至ると配達される新聞については、『安部公房の奉天の

窓の暗号を解読する∼安部公房の数学的能力について∼』（もぐら通信第３２号及び第３３号）、「『赤い繭』

論」（もぐら通信第５１号）、「『魔法のチョーク』論」（第５２号）をお読みください。この論考でも「５。

１。２ 安部公房の幾つかの文章（テキスト）を超越論で読み解く」でお話しします。



また、この同じエッセイの冒頭で、安部公房はこのやうに言つてゐます。『密会』を『カンガ

ルー・ノート』に置き換へてお読み下さい。安部公房の意図が解ります。

「『密会』は、迷宮小説であるだけでなく、小説の構造がそのまま迷宮になっている二重の

迷宮小説だ。」

（全集第２９巻、２２６ページ下段）（傍線筆者）
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「小説の構造がそのまま迷宮になっている」といふのは、その通りですし、これは、安部公

房の小説の構造はそのまま言語の構造であることを云つてゐるのです。それが証拠に、さうし

て更に、次の段落を続けてかう始めるからです。

「平岡篤頼君の指摘によると、前作の『箱男』は救急車のサイレンで幕を閉じ、次の『密会』

は救急車のサイレンで始まっているらしい。言われてみればそのとおりだ。意識はしていな

かったが、ぼくの作品はどれもが鎖状に繋がって、その全体が一つの大迷宮を構成しているの

かもしれない。迷宮のあいだの移動用乗り物として、救急車が利用されているのだろう。あれ

は実体があるようで無い、動く密室なのだ。」

（全集第２９巻、２２６ページ上段）（傍線筆者）

安部公房の作品群は作品同士が相互に「どれもが鎖状に繋がって、その全体が一つの大迷宮

を構成している」、全体が１である存在となつてゐる事、これが言語構造であることは「『デ

ンドロカカリヤ』論（前篇）」（もぐら通信第５３号）や『安部公房文学の毒について∼安

部公房読者のための解毒剤∼』（もぐら通信第５５号）で証明した通りですし、この作品群

の構造を元にして、『カンガルー・ノート』では自走するベッドが「迷宮のあいだの移動用乗

り物として」利用されているわけです。自走するベッドごと、主人公は「箱男」であり、ベッ

ドは「動く密室」といふわけです。

私たちは既に、作品同士が相互に「どれもが鎖状に繋がって、その全体が一つの大迷宮を構

成している」といふ其の内容の骨組み、骨格、即ち構造を、その接続関係を知つてをります。

それは、冒頭共有・結末共有・結末継承といふ作品間の上位接続（conjunction）によつて、

安部公房は各作品のみならず、全作品を超越論的な、即ち汎神論的存在論に拠る「明日の新聞」

と化さしめたといふことです。

論考中、全集の巻数のないページは、全て第２９巻のページです。それ以外のページについ

ては巻数を明示します。

また、論考中に幾つかの長い註釈がありますが、「「ヘビ、長すぎる」などというしゃれた

文句が出てくる前に」（『ヘビについてII』の冒頭の第一行；全集第１９巻、１３１ペー

ジ））、本論の大意を掴むことを優先させて、飛ばして下さつて結構です。後でお読み下さい。

１。結論：この小説には何が書いてあるのか

１。１ 様式について

結論を最初に言ひますと、作品は全部で７つの章からなつてゐますが、この７つの章がそれ

ぞれ一個の作品となつてゐて、その中にシャーマン安部公房の秘儀の式次第が様式化されてゐ

るといふこと、さうして、この７つの章、さういふ意味では、７つの作品が集まつて一つの

『カンガルー・ノート』といふ作品全体を構成してゐるといふこと、その上で各作品である各

章がそれぞれにシャーマン安部公房の儀式の式次第の６つのプロセス単位で様式化されてゐ

るといふことなのです。
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逆から云ひますと、安部公房は此の『カンガルー・ノート』といふ作品の一つ一つの章を

シャーマン安部公房の秘儀の式次第のプロセスに割り当てることによつて全体を様式化しま

したが、しかしそれに留まらず、更に各章もまた一個の作品としてシャーマン安部公房の秘儀

の式次第のプロセスによつて様式化したといふことなのです。さうして、作品レヴェルでは章

間の接続、即ち冒頭共有・結末共有・結末継承を行ひ、章内では章の中で冒頭共有・結末共

有・結末継承を行つたのです。

１。２ 内容について

内容とは何かと問へば、それは言葉による織物（texture）であるといふことになります。そ

れでは、織物とは何かと言へば、それは縦糸と横糸で織られた一反の布といふことになりま

せう。

ここでは、縦糸・横糸は、二次元の平面の織物の言葉ですので、次元を一つ上げて三次元の、

即ち垂直と水平の方向のこととして、場合によつては、言い換へることにします。

安部公房の文体（style）が、直喩によるものであることは、『安部公房文学の毒について∼

安部公房の読者のための解毒剤∼』（もぐら通信第５５号）でお話しした通りです。［註２］

［註２］

「安部公房文学の毒について∼安部公房の読者のための解毒剤∼」（もぐら通信第５５号）の「１。直喩といふ

毒（修辞の毒）」をご覧ください。



安部公房の此の直喩を多用した詩的文体を散文的な詩または詩的散文と見做しますと、厳密

に詩の言葉について考へた私の以下の規則を遵守してゐなければなりません。或いは、下記

①の「詩の形式」を小説の形式と読み替へて見ますと、此の形式が、安部公房の小説にあつ

てはシャーマン安部公房の秘儀の式次第に相当することは明白です。日本の詩文であれば、

和歌や俳諧であれば５・７・５・７・７といふ形式、俳句であれば５・７・５といふ形式を

思へばよいでせう。

①詩の形式または様式を遵守すること

②言葉（概念）の選択

③言葉（概念）と言葉（概念）の接続関係：事実か譬喩か、上位概念か下位概念か等々

④文字（言葉の意味の総体、即ち概念をどの、どんな文字で表すか）

⑤形象：上記①②③④の結合関係のもたらす単数または複数のイメージ（image）

⑥上記②③④⑤を均斉よく支へる論理
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さうしますと、安部公房の文学について①は既にシャーマン安部公房の秘儀の式次第である

として明らかですから、あと残るのは②から⑥の事柄といふことになります。安部公房文学で

一番重要な項目は、舞台も含め、⑤の形象です。何故なら、ここに①から④が集約され凝縮し

てゐるからであり、形象は同時に⑥があつて初めて成り立つものだからです。

かうして見ますと、「⑥上記②③④⑤を均斉よく支へる論理」とは、topologyであることが

わかります。これを再帰的（recursive）な言語の本質に関する言語機能論［註３］と言ひ換へ

ても同じです。この初めと終はりに再帰する接続と変形に関する（或いは接続されると超越

論的に時間の先後なく変形してしまつてゐることに関する）数学の上に、シャーマン安部公

房の秘儀の式次第が成立してゐることは、仔細に織物（texture）である文章（text）を吟味

することで、後述するやうに、明らかになるでせう。「１。２。２ 質としてある言葉の視

点から見た内容」で言葉の質、即ち形象を縦糸・横糸から成るものとして織物の主要な構成

単位、即ち図柄（服飾の世界ではpatternといふやうですが、このパターン）として考へた

［註４］のは、この理由によります。安部公房の思考の原型（パターン）がどのやうに形象と

して現れてゐるのか。形象は、⑥の基礎の上に、上記①から④を含み、①から④によつて織物

の図柄として織られ表されます。

この図柄は、安部公房の場合、「３。『カンガルー・ノート』の記号論」で後述するやうに、

哲学の領域の概念を象徴する具体的な言葉であれば、往々にして記号化されてゐます。と同時

に、安部公房の場合には、沈黙と余白の論理、即ち「空白の論理」がありますから、記号化

されずに地の文に登場するもの、または全く文字で表されることのないもの、即ち沈黙と余

白そのもの、即ち存在または存在に関するものに着目することも、等分に、安部公房の読者

にとつて大切なことなのでした。［註５］

［註３］

「安部公房文学の毒について∼安部公房の読者のための解毒剤∼」（もぐら通信第５５号）の「４。言語論とい

ふ毒（問題下降の毒）」をご覧ください。

［註４］

女性の読者には、この譬喩（ひゆ）の方がわかりやすいでせう。何しろ安部公房の言語の形象（イメージ）は、

柱を抜いてふはーっと宙に浮いたテントの形象、即ち人体の大きさに合はせて言へば、被服の形象だからです。

そして此の形象の持ち主は、安部公房だけではありませんので、これは民族や言語を問はずに普遍的な言語が機

能であることの本質的な形象であるのです。

『安部公房の変形能力余話:リルケの純粋空間』（ もぐら通信第１８号）より引用して、安部公房の言語の形象

（イメージ）についてお伝へします。

「大江健三郎との対談『対談』(全集第29巻、72ページ)において、三島由紀夫の芝居の構造を論じているところ

で(74ページ)、安部公房曰く、「彼(三島由紀夫)は古典的構造 といったものを信じていたらしいけど、僕は、逆

に、構造が抜けた、テントみたいなものから考えるのがすきなんです。」と述べている。このとき、1990年、安

部公房66歳。
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この「構造の抜けた」テントの譬喩は、全く安部公房の言語観、言語は機能 (関数)であると考えるときの、機能

についての形象(イメージ)に他なりませんが、しかし、今回論じている窪みとの関係でこの形象(イメージ)を見て

みますと、明らかにこれは、空虚な窪みの、虚ろの、ウロの、何ものか (10代の安部公房はドイツ文学に学んで

これを生と呼んだ)の陰画である言葉の窪みのイメージであることが判ります。構造の抜けて失せた、虚ろなテン

ト、です。窪みを象(かたど)るだけの言語表現、言語組織、即ち作品。」

ヴィトゲンシュタインが、同じ言語のイメージを「一軒の家を取り巻いて巨大な足場が組まれ、その足場が全宇

宙に及んでいるのを想像してみてもよい」（論理哲学論考）といっています。ヴィトゲンシュタインも言語機能

論ですから、その言語イメージがよく似ることになるのだと思いますが、この類似は興味深いものがあります。

ともに、体とか家という中身が言語なのではなくて、その外側を包んでいる空なる衣装、足場が言語だといって

いるのです。」

［註５］

「空白の論理」については、「安部公房文学の毒について∼安部公房の読者のための解毒剤∼」（もぐら通信第

５５号）の「２。空白の論理といふ毒（詩の毒）」にて述べましたの、これをご覧ください。



以上の文学的な方法に関する言語論的な考へ方は、個別言語を問はず、日本の国内外のすべて

の詩文と散文に適用することができます。もし適用できなければ？適用しなければ良いだけ

のことです。別の目的と適用範囲を持つた方法があるに違ひないと考へて、それを探究し、新

しい発見に向かってワクワク、ドキドキしながら挑戦するのが、方法論といふものです。［註

６］

［註６］

『安部公房伝』（安部ねり著）から、実存主義の理解と応用に関する、即ち方法論に関する、初期安部公房の次

の逸話を引用します。

「芸術運動の活動をしていた頃、公房と仲間の柾木恭介が実存主義の話をしていた。（略）美術評論家が、ふた

りの話を聞いていた、「それは実存主義ではない、フランスでは実存主義がこう考えられている」と説明すると、

ふたりは大笑いをして、「ここは日本だ」と言ったと云う。」（同書１０６∼１０７ページ）



１。２。１ 量としてある言葉の視点から見た内容

『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について』（もぐら通信第５６号∼第５

９号）で使つた方法を『カンガルー・ノート』でも使つて、この作品には一体何が書いてあ

るのかをみてみたのが「３。『カンガルー・ノート』の記号論」［註７］です。この章の結論

を先取りして、最初にお伝へすれば、安部公房の使用する記号に着目すれば、結局この作品は、

次の５つのことについて書いてあるのです。
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（１）《 》：《存在》と《現存在》に関する『終りし道の標べに』以来の哲学用語を意味

する。

（２）『 』：存在の中の存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語につ

いてのものであることを意味する。

（３）［ ］：存在の中の存在の中の存在であることを意味する。

（４）「 」：地の文にある立て札を意味する。

（５）（ ）：存在の中に存在することを意味する。

さうして、これらの記号の中にある言葉のうち、一番その章で回数の多く使はれてゐる言葉を

抽出すると（「３。『カンガルー・ノート』の記号論」の「３。２ 記号別・記号分類」を

参照）、量の問題としては、話の筋を表すのに一番必要とされる言葉は、次の通りとなります。

記号化された言葉の量としてみると、この作品には一体何が書いてあるのかと云へば、それ

は、

《かいわれ大根》といふ存在への案内人に連れられて旅する主人公の男の、これは物語であ

り、更に存在の中に登場する《縞魚飛魚》といふ作家の書いた物語『大黒屋爆破事件』が存

在の中の存在の中で（話中話として）語られて、作者＝解説者であるといふやうな、つまり《縞

魚飛魚》といふ存在の中の作家が物語解説者［緑面の詩人］といふ存在の中の存在の詩人と

同一であるといふ安部公房独自固有の内省的話法［註A］に基づく話なのであるが、その間記

号化されることなくいつも地の文で語られて超越論的に「どこからともなく」「いつの間に

か」登場して、地の文の中であらうが存在の中であらうが、存在の中の存在であらうが、主人

公がどこにゐても超越論的に出現して主人公を救済する役割を演ずる「トンボ眼鏡の看護婦」

（未分化の実存：『S・カルマ氏の犯罪』のマネキンのY子、『方舟さくら丸』のサクラと一

緒の女など）に前半は案内されて、また後半は、知恵遅れの「垂れ目の少女」（未分化の実

存：『終りし道の標べに』の料理人の娘、『燃えつきた地図』の管理人の娘、『密会』の溶

骨症の少女など）に案内されて手を引かれて、最後には「垂れ目の少女」の歌ふ（オタスケ 

オタスケ オタスケヨ オネガイダカラ タスケテヨ）といふ存在の呪文とともに、この閉鎖

空間から脱出をして、次の存在へと失踪する男の物語といふことになります。

［註７］

「３。『カンガルー・ノート』の記号論」から：

（１）《 》：《存在》と《現存在》に関する哲学用語を意味する。

   ③《かいわれ大根》：５７回

（２）『 』：存在の中の存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語を示してゐる。

   ⑥『大黒屋爆破事件』：６回

   ⑦『大黒屋』：７回

   ⑨『物欲ショップ』：６回

（３）［ ］：存在の中の存在の中の物語の中の存在であるものを示してゐる。

   ②［緑面の詩人］：７回

（５）（ ）：存在の中に存在することを意味する。

   ②（オタスケ オタスケ オタスケヨ オネガイダカラ タスケテヨ）：２回
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［註A］

安部公房独自固有の内省的話法「僕の中の「僕」」については、「『デンドロカカリヤ』論（後篇）」（もぐら

通信第５４号）にて詳述しましたので、これをご覧下さい。



以上の見方は記号といふ視点からの見方ですが、これを呪文といふ視点から見たら、この物

語はどう見えるかは「２。『カンガルー・ノート』の呪文論」の章で論じます。

１。２．２ 質としてある言葉の視点から見た内容

上記「１。２ 内容について」で述べたやうに、形象は作品の質を決定します。

その形象については「5。１。４ 差異を設ける：第１章：かいわれ大根」の「５。１。４ 

『カンガルー・ノート』の形象論」に、その後の物語の織物の展開の中に作品を縦断する縦

糸として列挙し、最初から最後まで織り込まれる図柄として詳細に論じましたので、ご覧くだ

さい。

この図柄は、topologicalに絶えず変形して、恰も別の図柄のやうになつて、現れます。

２。『カンガルー・ノート』の呪文論

『カンガルー・ノート』の呪文を見ると、呪文に関係して、次の４つの形式の歌が詠はれてゐ

ます。この作品は、それまでの安部公房の作品とは異なり、古代の万葉集の時代から連綿と

続く日本の歌謡史の上からも、複数の種類の歌を作中に含んでゐます。

これを左から右へと、一種のスペクトラムにして諧調を施し、そのやうな連続性のある歌とし

て並べてみます。左極端に発する呪文のスペクトラムと云つても良いし、反対に右極端に発す

る詩のスペクトラムと云つても良い。

［呪文、古謡、御詠歌、詩］

それぞれの歌の定義は次の通りです。

（１）呪文：安部公房が（リルケに学んだ）存在の交差点にある、存在の凹（窪み）に存在

を招来するための繰り返しの言葉。安部公房文学の場合、普通の日常語が繰り返しの言葉と

して使はれて、これが呪文の役割を演ずるので、これも本来は呪文の中に含めるべきですし、

さう致しますが、しかし、ここでは特にカタカナで書かれた繰り返しの言葉を呪文として考

へます。このカタカナの呪文の書き方は、奉天の小学生の時に書いた「クリヌクイ クリヌク

イ」の詩のカタカナ表記と、それとまた言葉と言葉の間に（沈黙と余白の、即ち「空白の論

理」に従つて）一文字の空白を置くといふ書き方も、最晩年の此の作品でも変はりません。
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代表は、ハナコンダやアナコンダの呪文、満願駐車場のアナコンダ地蔵尊のお告げ、「オタス

ケ オタスケ オタスケヨ」の呪文または此の一行で始まる二行の呪文です。

（２）古謡：いつとは知られぬ日本の古い時代からの歌謡。作中では「通りやんせ」といふ

童歌（わらべうた）が歌はれてゐる。代表は、「通りやんせ」です。「空白の論理」に従つて

安部公房が最初の二行を残してその余の行を余白と沈黙に置いたことが共通してゐる二種類の

通りゃんせ、即ち、地の文に歌はれる「通りゃんせ 通りゃんせ」の歌と存在に関係して歌

はれる『通りゃんせ 通りゃんせ』の二種類の通りゃんせがあります。

（３）御詠歌：日本民族の深層心理の古層から生まれ、仏教の語彙を使つて歌はれた仏教歌

で、日本人が其の心と意識の根源に古代的・土俗的に持つてゐる叙情を歌つた歌謡。代表は、

第３章の火炎河原の章にある、存在を招来する呪文としての御詠歌です。

（４）詩：日本近代文学史上、萩原朔太郎が創始し確立した口語自由詩。代表は、第７章の

人さらいの歌です。安部公房の詩です。

これら４つの歌を、ここでは便宜上、呪文類と呼ぶことにします。

さて、しかし、安部公房の詩文は、喪はれたものを悼み、これを鎮魂するための呪文の性格

を濃厚に有してゐます。『終りし道の標べに』のエピグラフに書かれた金山時夫の死への追悼

文は、死者を鎮魂し死者を蘇生させて招来するための呪文であることは、『安部公房の奉天

の窓の暗号を解読する∼安部公房の数学的能力について∼』（もぐら通信第３２号及び第３

３号）に、また『旅と鎮魂の安部公房文学』（もぐら通信第６５号）に詳述した通りです。

さて、この作品に呪文類の出てくる章は、次の通りです。

（１）第１章：かいわれ大根：呪文

（２）第２章：緑面の詩人：呪文

（３）第３章：火炎河原：御詠歌、呪文

（４）第４章：ドラキュラの娘：なし。空白の章。

（５）第５章：新交通体系の提唱：御詠歌、古謡

（６）第６章：風の長歌：呪文

（７）第７章：人さらい：詩、呪文

第４章のドラキュラの娘に呪文の唱へられないのは、存在の凹の空間、即ち存在の交差点、

存在の十字路がなく、脱出するための閉鎖空間がないからです。即ち、第４章は、次の存在

との上位接続（conjunction）の場所ではないことを示してゐます。以下にもう少し仔細に見

てみませう。

「５。１。４ 『カンガルー・ノート』の形象論」の「（１０）自走ベッドによる章の間の

結末継承」の結論の一つを先取りして此処でお伝へしますと、第１章で主人公が夢を見て「一
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般にノートはポケットに入れるものですね、そのノートにさらにポケットをつけ足す……そ

のポケットに、さらにノートを重ねていくと……」とあつて、夢で存在の構造の予兆を知る

やうに（全集第２９巻、８４ページ下段）、この『カンガルー・ノート』といふ物語の前半

は、第１章、第２章、第３章と地下へ地下へ地下へと垂直方向に、存在の中の存在の中の存

在の中へと文字通りに段々と下降してゆく物語なのです。

さうして、四層目の存在の中で、存在を招来するする章として第３章の火炎河原と第４章のド

ラキュラの娘があるのですが（「５。シャーマン安部公房の秘儀の式次第に則つて７つの章

を読み解く」を参照）、前者には呪文類があるのに対して、後者にはそれがないのは、何故

か。

（１）一つの目の理由は、安部公房らしく対称性を大切にして此の章を７つの章の真ん中に

配したといふ様式上の均衡（バランス）のことがあるでせう。

（２）二つ目の理由は、内容の上から見ると、章の間の結末継承は「５。１。４ 『カンガ

ルー・ノート』の形象論」の「（１０）自走ベッドによる章の間の結末継承」で詳述します

が、ここで今かいつまんで結論だけを申し上げれば、「自走ベッドによつて接続される章と

してあるそれぞれの空間と空間の接続、即ち結末継承は、次のやうに色々な意味でtopological

な接続になつてゐる」わけですので、第４章の前後の章との結末継承をご覧になれば、何故

かといふ理由は理解することができます。その結末継承の接続は、次のやうになつてゐるから

です。

「（３）第３章と第４章の接続：雨：天から地へ。（２）の（第２章の結末の）接続の水で

あることを残したまま更に垂直方向の下降接続。（リルケに学んだ）天地の間を永遠に循環

する存在としてある水脈の形象。

第１章、第２章、第３章と下降、下降、下降と３回の接続を下に降りて行き、存在の中の存

在の中の存在に辿り着くと、下記の通り、第４章はドラキュラの娘の章であり、第４章と第

５章新交通体系の提唱と、それから第５章と第６章風の長歌の結末継承は、存在（凹）同士

の再帰的な接続になつてゐる。存在同士の接続とは、垂直も水平も方向がないといふ意味で

ある。（略）

（４）第４章と第５章の接続：《かいわれ大根》入りの味噌汁：凹の中の《かいわれ大根》

から凹の中の《かいわれ大根》への再帰的な接続。存在へと存在自体が回帰するための接続。

下記（５）の（第５章の冒頭の）冷たい接続に対して、この章の結末継承は、味噌汁なので

暖かい接続であり、暖かい凹の形象である。」

上記の引用に「第４章と第５章と、それから第５章と第６章の結末継承は、存在（凹）同士

の回帰的な接続になつてゐる。存在同士の接続とは、垂直も水平も方向がない」とあるやう
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に、第４章は第５章に対して接続上「凹の中の《かいわれ大根》から凹の中の《かいわれ大

根》への再帰的な接続。存在へと存在自体が回帰するための接続」であるので、同じ存在を

招来する章とはいへ、第２章は、「第２章と第３章の接続：水から水へ、運河から運河へ。

（リルケに学んだ）存在の海の形象が背後にある。「こんどは下り階段だ」とあるので、

（１）の（第１章との）接続と同様に垂直方向の下降接続。（略）」である以上、第３章は

その始めに垂直方向といふ方向性を備へた接続を備へてをります。これが第４章とは異なるの

です。

しかしこの第３章に対して、今度は第４章は第５章に対して「凹の中の《かいわれ大根》から

凹の中の《かいわれ大根》への再帰的な接続。存在へと存在自体が回帰するための接続」で

あるが故に、方向を備へた接続がないといふこと、即ち差異だけのある宙に浮いた空白の章

であつて［註８］、これが７つの章の真ん中にあるといふことの、呪文類がないといふことの

意味なのです。

この第４章が「差異だけのある宙に浮いた空白の章」、即ち呪文類を唱へる章ではないこと

を、安部公房は章の最初に次のやうに書いてゐます。

「驟雨に撹拌されて透明度はゼロに近い。爪先で探りながら進むと、岸から５、６歩でいき

なり深くなつた。」とある文章の意味は、透明度はゼロに近いといふことから、これはまだ

存在の世界ではないといふこと（透明感覚がないといふこと）、「爪先で探りながら進む」

とは闇同然の空白、云つて見れば白い闇であるといふこと、「岸から５、６歩でいきなり深

くなつた」とは、垂直方向に落下するといふこと、ところが此れに反して、「風が渦巻き、

一瞬霧が裂けた。上流三百メートルほどのところに、小高い丘があり、トンネルの開口部が

見える。ぼくを船ごと吐き出した、排水溝だろう。」とあつて、今度は垂直方向の上昇のこ

とが語られてゐること。このやうに垂直と水平の方向が入り混ぢるのです。乱気流に入つた飛

行機と同じ状態といふわけです。

さて、従ひ、第３章には呪文類があるが、第４章にはなく、第５章に呪文類が（存在への立

て札を立てることと併せて）唱へられるといふことなのです。

接続する単位にだけ着眼するのではなく、単位と単位の接続にも着眼しなければならない。

これが、安部公房の文章（text）を読む難しさですが、しかし同時に醍醐味でもあります。安

部公房はtopologyの作家であることをくれぐれも忘れてはなりません。

［註８］

１８歳の『問題下降に依る肯定の批判』から、この座標のないことについて語られてゐる箇所を引用します。

「我々は常に余りに座標を近辺に求め過ぎる。勿論一つの断定は座標に依って為されなければなるまい。が一体

その座標はそれ自身何処に定義されて居るのだ。此処に於いて更に新しい座標―より抽象的な―が現れる。
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そして此の事は無限に繰返されて行く。では此の事―真理の認識―は不可能なのだろうか。しかし此処に新しい

問題下降―一体座標なくして判断は有り得ないものだろうか。これこそ雲間より洩れ来る一条の光なのであ

る。」（全集第１巻、１２ページ下段∼１３ページ上段）（原文は傍線は傍点）」

また、「安部公房文学の毒について∼安部公房の読者のための解毒剤∼」（もぐら通信第５５号）の「２。空白

の論理といふ毒（詩の毒）」にて詳述しましたので、これををご覧ください。



最後に蛇足のやうに付け加へれば、この宙に浮いて差異のない、即ち座標のない章に主人公

の母親が登場して、「トンボ眼鏡の看護婦」が「吸血鬼娘」になつて母親の体内の血液を採

決するのは、きつと主人公との親子の縁を此のドラキュラの娘が無にするためであると考へ

られます。何故ならば、家族もまた血縁といふ接続による揺るぎない座標の一つであるから

です。安部公房が論理の、それも純粋な論理の問題として、母親との関係を此のやうに考へ、

これを論理上断ち切つた人間の理想の姿として詩人の姿を、既に２０歳のときの論文または

安部公房のOS（Operating System）『詩と詩人（意識と無意識）』の中で次のやうに書いて

ゐるからです。

「第三の客観とは、正しき主観の上昇的次元展開の極限であった。そして此処には一種の詩

的体験が必要なのである。此の第三の客観は受容者を選択するのである。そして子が母に選

択的に属すると同時に、それから分離して新しき世代の独立者になる如く、此の客観も、其

処に収斂して行った主観の個別的性格から離れて、何時か宇宙的な詩的体験として、是も亦純

粋な人間の在り方に昇華されて行くのである。」（全集第１巻、１１０ページ下段）（傍線

筆者）

さうして、後述する「５。１。４ 『カンガルー・ノート』の形象論」」の「（６）二種類の

救済者」と「（１５）満願駐車場の呪文」で詳細に論じるやうに、次の第６章の新交通体系

の提唱の存在の交差点で、「トンボ眼鏡の看護婦」は、「垂れ目の少女」と案内人の役割を

交代します。即ち「トンボ眼鏡の看護婦」が母親だとすれば「垂れ目の少女」の手を引いて、

通りやんせ通りやんせ、天神様の神社の鳥居を潜つて、お宮といふ存在の中で、行きは良い良

い帰りは怖ひ、しかしまた七歳の女の子の手を引くのが主人公なのであれば、妻である「ト

ンボ眼鏡の看護婦」から貰つた［NO1］の存在への片道切符のお札を返しに、行きは良い良

い帰りは怖ひ、その奥のお宮の中で、即ち存在の十字路で、この３人は疑似家族を構成してゐ

るのです。果たして、この３人は（消しゴムで書かれた）沈黙と空白の中にある存在の天神様

の神社の鳥居を潜つて、再び此の世に帰つて来ることができたのでせうか。

２。１ 呪文とtopologyと変形の関係

安部公房の古代感覚に発する呪文は、topologyといふ論理に裏打ちされてゐて、この論理と

表裏一体に発声せられる呪文です。以下、『何故安部公房の猫はいつも殺されるのか？』
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（もぐら通信第５８号）の「IV 安部公房の小説観と世界認識」より、少し長い引用を致し

ますが、お読み下さい。

「IV 安部公房の小説観と世界認識

この『キンドル氏とねこ』のメモを総覧しますと、存在になる「アクマ氏」に対するカルマ

氏とコモン氏に対するに更に、複数たり得るキンドル氏を自己証明書の交付資格を有する第

三者として配し、「夜のアクマ」にメタ嬢を恋愛関係の中にある女性として配してゐることが

判ります。そして、この物語の主人公は、やはり「複数のキンドル氏」なのです。何故ならば、

メモの第一行が、次のやうであるからです。

「複数のキンドル氏→だからこれはあるキンドル氏の物語と言ってもよい。」

                        

同じ文章が、私たちは『人魚伝』といふ、最後には主人公が「沢山のぼくの類似品」になつ

てしまつてゐる小説の冒頭にあることを知つてをります。

「 ぼくがいつも奇妙に思うのは、世の中にはこれだけ沢山の小説が書かれ、また読まれた

りしているのに、誰一人、生活が筋のある物語に変わってしまうことの不幸に、気がつかな

いらしいということだ。 ［註１０-１］（略）

 物語の主人公になるといふことは、鏡にうつった自分のなかに、閉じこめられてしまうこ

とである。向う側にあるのは、薄っぺらな一枚の水銀の膜にしかすぎない。未来はおろか、

現在さえも消え失せて、残されているのは、物語という檻の中を、熊のように往ったり来たり

することだけである。（略）息をひそめた囁きや、しのび足が求めているのは、むしろ物語

から人生をとりもどすための処方箋……いつになったら、この刑期を満了できるのかの、はっ

きりした見とおしだというのに。」（全集第１６巻、７７ページ）（傍線筆者）

これでわかる事は、安部公房の物語観ですし、それは其のまま小説観です。

（１）物語は主人公の閉籠められてゐる閉鎖空間である。何故ならば、

（２）この空間は合わせ鏡の空間であるからだ。

（３）この空間には時間は存在しない。従ひ、

（４）主人公はただ「物語という檻の中を、熊のように往ったり来たりすることだけであ

る。」

しかし、

（５）小説は本来「筋のある物語」ではない。即ち超越論的な物語である。

（６）日常の時間に生きる人間は「筋のある物語」を求める不幸の自覚がない。

（７）「自分の人生をとりもどすための処方箋」として、安部公房の「筋のない物語」として
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小説はあるのだ。［註１０-２］

［註１０-１］

１８歳の安部公房は此の社会を「無限に循環して居る巨大な蟻の巣。而も不思議に出口が殆ど無い」「偉大なる

蟻の社会」と呼びました。（『問題下降に依る肯定の批判』全集第１巻、１３ページ下段）

［註１０-２］

この（１）から（７）の全体を安部公房はエドガー・アラン・ポーを規準にして「仮説設定の文学」と呼びまし

た。詳細は「安部公房の変形能力２：ポー」（もぐら通信第４号）をご覧下さい。



この（７）にある此の目的のための小説の形式（form）と様式（style）が、「シャーマン安

部公房の秘儀の式次第」です。それ故に、いつも安部公房は存在へのtopologicalな「終わり

し道の標べに」立て札の標識を立てて、そこに存在の方向を示して、この世での主人公の死

とともに、読者を次の次元へと案内して、小説は終る、いや、開いて続くのです。

この安部公房の小説観のついでに、同じ小説観を述べてゐる作品で、『人間そっくり』の元

の短編『使者』にある主人公奈良順平が火星人だと自称する男と会話をしながら心の中で思

ふ論理を見てみませう。

「……気違いだとすると、こいつは相当によく出来た気違いだよ。だが待てよ、もし本物の

気違いなら、この話はそのまま使ってもかまわないだろうな。これが使えるとなると、今日

の馬鹿気た手違いも、まんざらではなかったということになる。さっそく今日の講演に拝借

してやるか……うん、ちょっとした風刺もあるし、なかなか悪くなさそうだぞ……題は「偽

火星人」……通俗的すぎるかな？「箱の中の論理」というのはどうだろう？いや、ちょっと

高級すぎるよ。なにかその中間くらいのを考えてみることにしよう……」（『使者』全集第

９巻、３０６ページ下段∼３０７ページ上段）（傍線筆者）

この同じ「箱の中の論理」、即ち後年の『箱男』の論理をtopoloty（位相幾何学）との関係で、

本物と偽物、この論考でいふ真獣類と有袋類の関係を、人間と人間そつくりの関係の問題と

して解を種明かしとして説明してゐる箇所が、前者、即ち『人間そっくり』に書かれてゐます。

即ち『箱男』はtopologyで解読することができるのです。即ち、このことは、『箱男』のみ

ならず、全ての安部公房の作品は、接続と変形といふ視点、言ひ換へれば真獣類と有袋類とい

ふ視点から解読することができるといふことを意味してゐます。 ［註１１］

［註１１］

Topologyと存在概念については、『存在とは何か∼安部公房をよりよく理解するために∼』（もぐら通信第４

１号）をご覧ください。また「箱の中の論理」と其の読解については『箱男』論∼奉天の窓から８枚の写真を読

み解く∼」（もぐら通信第３４号）をご覧ください。
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『人間そっくり』より以下に引用する奈良純平といふ主人公と火星人との会話を読むと解り

ますが、主人公の思つた「箱の中の論理」は、「そつくり」といふ事の内にtopolotyと呪文

と変形（の方法論と方法）を含んでをり、あるいは逆にこれらの三つの構成要素に基礎を置

いて、全ての作品の持つ「箱男」の論理は成立してゐるのです。

十代の安部公房が考へ抜いて概念化した四つの用語、即ち部屋、窓、反照、自己証認からな

る安部公房の宇宙を思ひ出して下さい。部屋は存在の部屋、窓はtopologicalな変形と脱出の

出入り口、反照は再帰的な複数の自己の存在する合はせ鏡、自己証認は次元展開、即ち「転

身」の果てにみることによつて成り立つ第三の客観によつて存在が証明される「僕の中の

「僕」」。これらの関係については『詩と詩人（意識と無意識）』に詳述されてゐますので、

ご一読をお薦めします。

「「それ、なんなの？トポロジー、トポロジー、と、しきりに言っているけど、さっぱり、

どうも、その方面のことにはうとくてね。」

「要するに、ほら、位相幾何学のことですよ。」

「そう言われても、残念ながら、ぼくの知識はやっとこさ球面幾何どまりなんだ。」

「これは失礼……なあに、原理はひどく単純素朴なものでしてね……一と口に申せば、《そっ

くり》の数学とでも言いますか……つまり、《人間そっくり》の《そっくり》ですね。従来

の数学では、イコールで結ぶことなど思いもよらなかった、たとえば、野球のバットとボー

ルの様なものでも、トポロジーの世界では、共に一次元ベッチ数がゼロの、ホモローグな球

面ということで、イコールになってしまう。ちょっと、奇妙に感じられるかもしれませんが、

これがけっこう、人間の直観の形式に、ひどく似通ったものを持っているんですね。別なたと

えですが、ドーナッツ、あの輪の形をした揚げパン―トポロジーのほうでは、一次元ベッチ数

２のトーラスって言うんですが―一応ドーナッツの形をしているかぎり、ふくらんでいようが、

ひしゃげていようが、人間の眼には同じドーナッツです。ところが、電子計算機にとっては、

変形ドーナッツのパターンの判読は、意外にやっかいなことらしいんですね。反対にこれが、

犬なんかの場合だと、まるでホモロジーでないパンとドーナッツでも、原料と製法が同じな

ら、完全に同じものに見えるにちがいない。どうです、トポロジーってやつは、えらく人間く

さいものでしょう。逆に言えば、これまではただ曖昧で、いいかげんな概念だと思われていた

《そっくり》が、じつはトポロジー以前の数学ではとらえられないほど、高度、かつ精密な

論理構造を持っていたといふことにもなるわけですね。たかだか《そっくり》だなんて、馬

鹿にしちゃいけないってことですよ。まったく、その《そっくり》のおかげで、ぼくなんか、

現にこのとおり、半死半生の目にあわされているんですから。」

「それよりも、君、彼女たちの方は……」

「まあ聞いて下さいよ……けっきょく、気違いと火星人という、二つのヴェクトルを統一する

場は何か。考えられるのは、まず次の様なトポロジーです。すなわち、自分を火星人だと思い

込んで居る、地球人の気違い……」

「……それだけ？」
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「もしくは、自分を火星人だと思い込んで居る、地球人の気違い……だと思い込まれている、

火星人……」

（略）

「でも、いまのホモローグ、直観だけじゃ追いつけないんじゃないですか。先々、どこまで

も、無限に続いていって……自分を火星人だと思い込んでいる地球人の気違いだと思い込まれ

ている火星人だと思い込んでいる地球人の気違いだと思い込まれている火星人だと思い込んで

いる地球人の気違いだと思い込まれている火星人……」

「その辺で、もうけっこう。それじゃ、その呪文を、君のトポロジーでやったら、うまく、け

りがついてくれるっていうの？」」（『人間そっくり』全集第２０巻、３０４ページ下段∼

３０５ページ上段）（傍線筆者）

「人間そつくり」から「真獣類そつくり」に、「キンドル氏そつくり」に話を戻します。

さて、従ひ、「複数のキンドル氏→だからこれはあるキンドル氏の物語と言ってもよい。」と

いふメモは、上記（１）から（７）を巡る物語のメモなのです。といふ事は、一人の主人公

が閉鎖空間である物語といふ現実に流布されてをり人々が信じてゐる、時間の流れる一次元

の日常の虚構または虚構の日常から脱出すると、キンドル氏は複数になる、これを分裂とい

ふのが適切かどうか、要するに同じキンドル氏が複数、日常の時間を脱すると、ゐるといふ

ことになる。

再度前述の「人間の存在形式の原型である」玩具（おもちや）の猫、即ちこの「現実という

複雑な傾斜の上をころが」る「言語という球」としての猫についての引用しますと、「この猫

は現実の時間の断層であり断面である斜面を転がつて、言語的に多次元的な諸相を写し映す

ものである、そのやうな写像の対象となる投影体である」ならば、何匹もの猫が（この世に

はあらぬ）不在のチェシー猫として、安部公房の主人公が凹（窪み）を脱出する際にいつも

見る時間の断層と断面である此の世の現実の斜面に存在するといふことになります。安部公

房の猫は、このやうに、人間の意識に応じて、何匹にも異次元では分かれてゐるのです。

さて、このことを念頭に置いて先へ進みます。

上の『人魚伝』の冒頭にある安部公房独特の小説観と上の段落の此の再述を併せて考へます

と、安部公房は明らかに現実を面の集合と考へてゐることが判ります。［註１２］安部公房は

二次元の面の集合として、立体的な三次元の此の時空間を考へてゐる。成る程、これで何故安

部公房が言語の本質を人に伝へる時にいつも幾何学的に、二次元の平面としての円を持ち出し

て、この円の積分値を求めれば、ほら見てごらん、３次元のチューブになるだらう、これが言

語なのだよ、といふ理由がよく解ります。［註１３］

［註１２］

『安部公房と共産主義』（もぐら通信第２９号）より、言語化する禁忌（タブー）の意識と現実を面としてみて、
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その交換をtopologicalに考へる１９歳の安部公房の言葉を『僕は今こうやって』（全集第１巻、８８ページから

８９ページ）から引用します。

「冒頭引用した『〈僕は今こうやつて〉』の文章に戻ります。これを読むと、安部公房の展開する論理は、「僕

が其の内面について言える事は唯だ次の事丈なのだ。つまり面の接触を見極める事なのだ。努力して外面を見詰

め、区別し、そしてそれを魂と愛の力でゆっくりと削り落として行く事なのだ。そして特に、僕達が為し得る事

は、そして為さねばならぬ事は、その外面を区別し見る事を学ぶと云う事ではないだろうか。」

（略）

この窪みにある秘密は、

「では内面は？そうだ、それが問題なのだ。だが一体言葉がその内面に直接触れる等と言う事があって良いもの

だろうか。勿論それはいけない事だし、それに第一あり得可からざる事ではないだろうか。」と考えているよう

に、言葉にしてはならないという禁忌意識と分かちがたく結び付いています。」

［註１３］

『安部公房文学の毒について∼安部公房の読者のための解毒剤∼』（もぐら通信第５５号）の「２。空白の論理

といふ毒（詩の毒）」より、以下に引用してお伝へします。

「［註２０］

「 ついでにパブロフについても触れておくべきだろうな。（略）でもあえて推測すれば、要するに言語は一般

条件反射の積分値だと言いたかったんじゃないかな。

――-積分値、ですか？

安部 積分値というのは、要するに平面上に描かれたあるカーブを、平面ごと移動させて出来る三次元像を考え

て貰えばいい。初めが円なら、こう、チューブになる……

 これはパブロフの暗示にもとづく類推だけど、僕としては積分値よりもやはりアナログ信号のデジタル転換の

ほうを採りたいな。大脳半球の片方（言語脳）が、どんなやりかたで、アナログ信号をデジタル処理しているの

かは、今後の研究に待つしかないけど、言語がデジタル信号であることは疑いようのない事実だからね。 」

（『破滅と再生２』全集第２８巻、２５５ページ）また、

「たとえばパブロフは、条件反射で有名なあのパブロフですが、《言語》を一般の条件反射よりも一次元高次

の条件反射とみなしていたようです。（略）

 「一次元高次」のという意味は、たとえば紙のうえに円を画き、その円を紙から話して空中移動させてみてく

ださい。チューブが出来ますね。平面が一次元高次の空間になったわけです。言葉を替えれば二次元が三次元に

積分されたことになります。つまりある条件反射の系の積分値として《ことば》を想定したのがパブロフの仮説

になるわけです。ぼくとしては「積分」よりも「デジタル転換」のほうを採りたいような気もしていますが、今

のところこれ以上の深入りはやめておきましょう。肝心なことは、《ことば》をあくまでも大脳皮質のメカニズ

ムとして捉えようとした姿勢です。」（『シャーマンは祖国を歌う―儀式・言語・国家、そしてDNA』全集第２

８巻、２３２ページ）」



言語は、安部公房の主人公が現実といふ閉鎖空間を脱出するための再帰的な道、そうであれ

ばtopologicalな変形の道 ［註１４］である。闇夜の中にゐて、一筋天上から射す再帰的な光で

ある。 ［註１５］何故ならば、元々現実は座標を持たず、皆人々は座標があるといふ虚構の物

語を盲目的に無反省に信じてゐるからだ。といふのが、安部公房の思ひであり、論理です。
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［註１４］

『問題下降に依る肯定の批判』から、この道の定義を引用します。

「そして此の道は他の道とははっきりと区別されて居なければいけない。第一に此の遊歩道はその沿傍に総ての

建物を持っていなければならぬ。つまり一定の巾とか、長さ等があってはいけないのだ。それは一つの具体的な

形を持つと同時に或る混沌たる抽象概念でなければならぬ。第二に、郊外地区を通らずに直接市外の森や湖に出

る事が出来る事が必要だ。或る場合には、森や湖の畔に住まう人々が、遊歩場を訪れる事があるからだ。遊歩場

は、都会に住む人々の休憩所となると同時に、或種の交易場ともなるのだ。」（全集第１巻、１２ページ下段∼

１３ページ上段）

［註１５］

『問題下降に依る肯定の批判』から、この箇所を引用します。

「我々は常に余りに座標を近辺に求め過ぎる。勿論一つの断定は座標に依って為されなければなるまい。が一体

その座標はそれ自身何処に定義されて居るのだ。此処に於いて更に新しい座標―より抽象的な―が現れる。

そして此の事は無限に繰返されて行く。では此の事―真理の認識―は不可能なのだろうか。しかし此処に新しい

問題下降―一体座標なくして判断は有り得ないものだろうか。これこそ雲間より洩れ来る一条の光なのであ

る。」（全集第１巻、１２ページ下段∼１３ページ上段）（原文は傍線は傍点）」



３。『カンガルー・ノート』の記号論

最初に、次の５つの記号の意味をお伝へします。

（１）《 》：《存在》と《現存在》に関する『終りし道の標べに』以来の哲学用語を意味

する。

（２）『 』：存在の中の存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語につ

いてのものであることを意味する。

（３）［ ］：存在の中の存在の中の存在であることを意味する。

（４）「 」：地の文にある立て札を意味する。

（５）（ ）：存在の中に存在することを意味する。

これらの記号の階層は、次のやうになります。

存在といふ視点から分類すれば、その階層は、階位の高い順に並べると、

（１）（ ）

（２）《 》

（３）『 』

（４）［ ］

（５）「 」
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となります。

しかし、地の文である「 」が存在の（ ）以下の階層の記号と等価交換されて、この「 」

と（ ）が最後にはメビウスの環の一捻りの接続を構成するのですから、実は、上の階層は、

次の階層と裏表の関係にあるのです。

（１）「 」

（２）［ ］

（３）『 』

（４）《 》

（５）（ ）

この論考をお読みになると次第にお分かりになると思ひますが、この記号の関係そのもの

が、この小説の構造そのものなのです。



３。１ 章別・記号分類

単純に記号に関する事実と典拠のみを列挙します。

（１）第１章：かいわれ大根

①《提案箱》：１回（８２ページ）

②《カンガルー・ノート》：１回（８２ページ）

③『有袋類の涙』：２回（８３ページ）

④『初診の方は七時半から申し込みを受け付けます。予約票にしていされた時間に再来院して

下さい。急患の方はそのむね申し出て下さい』：１回（８５ページ）

⑤《かいわれ大根》（計１６回）：１回（８５ページ）、５回（８６ページ）、２回（８７

ページ）、３回（８８ページ）、２回（９３ページ）、１回（９４ページ）、１回（９５ペー

ジ）、１回（９７ページ）

⑥［NO1］：１回（８６ページ）

⑦『尻尾』：３回（９６ページ）

（２）第２章：緑面の詩人

①『お猿の電車』：１回（９９ページ）

②《かいわれ大根》（計１３回）：３回（１００ページ）、２回（１０１ページ）、２回（１

０２ページ）、１回（１０３ページ）、１回（１０４ページ）、１回（１１０ページ）、３

回（１１０ページ）

③『鬱』（計２回）：１回（１０４ページ）、１回（１１２ページ）

④『大黒屋爆破事件』（計６回）：２回（１０５ページ）、２回（１０７ページ）、２回（１

０８ページ）
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⑤［緑面の詩人］（計７回）：１回（１０５ページ）、３回（１０６ページ）、１回（１０

９ページ）、１回（１１０ページ）、１回（１１１ページ）

⑥《縞魚飛魚》（計２回）：１回（１０５ページ）、１回（１０６ページ）

⑦『大黒屋』（計５回）：１回（１０６ページ）、１回（１０７ページ）、１回（１０８ペー

ジ）、２回（１１０ページ）

⑧『三日堂』（４回）：１回（１０６ページ）、１回（１０７ページ）、１回（１０８ペー

ジ）、１回（１１０ページ）

⑨（当時はまだ暗渠になる以前で木場の下川と呼ばれていたそうだ。）：１回（１０６ペー

ジ上段）

⑩［物］：２回（１１０ページ）

⑪ 『物欲ショップ』（計３回）：１回（１１０ページ）、２回（１１１ページ）

⑫［B２］：１回（１１１ページ）

（３）第３章：火炎河原

①『タンニン・ロードの夜はふけて』：１回（１１６ページ）

②『熔岩飴』：１回（１１６ページ）

③《かいわれ大根》（計１４回）：３回（１１７ページ）、５回（１１８ページ）、１回（１

２０ページ）、１回（１２３ページ）、１回（１２９ページ）、３回（１３２ページ）

④《飲用可》：１回（１１９ページ）

⑤《危険 立入禁止 飲むべからず》：１回（１１９ページ）

⑥『お助けクラブ』（計３回）：１回（１２０ページ）、１回（１２２ページ）、１回（１

３１ページ）

⑦『注意！』：１回（１２２ページ）

⑧［観光課］：１回（１２４ページ）

⑨『みどりご』：２回（１２７ページ）

（４）第４章：ドラキュラの娘

①《お助けコーラス》（計２回）：１回（１３３ページ）、１回（１３４ページ）

②《賽の河原拝観バス》：１回（１３３ページ）

③《かいわれ大根》（計６回）：１回（１３３ページ）、１回（１３４ページ）、１回（１

３５ページ）、２回（１４２ページ）、１回（１４４ページ）

④『進入禁止』：１回（１３４ページ）

⑤『大黒屋』（計２回）：１回（１３５ページ）、１回（１３８ページ）

⑥［患者は手を触れないでください］：１回（１３６ページ）

⑦『物欲ショップ』：１回（１３８ページ）

（５）第５章：新交通体系の提唱

①《かいわれ大根》（計４回）：１回（１４５ページ）、１回（１４９ページ）、１回（１
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５４ページ）、１回（１５７ページ）

②《日本尊厳死協会》：１回（１４８ページ）

③『物欲ショップ』：２回（１５０ページ）

④『大黒屋』：１回（１５０ページ）

⑤『ひとつ積んでは父のため』：１回（１５０ページ）

⑥『たばこ』

⑦『通りゃんせ、通りゃんせ』

⑧［落ち目のオケイさん］：１回（１５３ページ）

⑨《事故死》：３回（１５６ページ）

⑩『狭き門』：１回（１５６ページ）

⑪『口裂け女と人面魚の故郷』：１回（１５６ページ）

⑫「八階A・整形外科・軽症」：１回（１５８ページ）

（６）第６章：風の長歌

①《日本安楽死クラブ設立準備会》：１回（１７０ページ）

②《かいわれ大根》：２回（１７１ページ）

（７）第７章：人さらい

①《法螺風》：１回（１７５ページ）

②《非常口》：１回（１７９ページ）

③『お助けクラブ』：１回（１８２ページ）

④《かいわれ大根》：１回（１８５ページ）、１回（１８７ページ）

⑤『エコーズ』：２回（１８６ページ）、１回（１８７ページ）

⑥（オタスケ オタスケ オタスケヨ オネガイダカラ タスケテヨ）：２回（１８８ページ）

３。２ 記号別・記号分類

記号別に分類すると次のやうになります。青字の文字は、上記「１。２。１ 量としてある言

葉の視点から見た内容」に梗概を書くために必要とした一番頻度高く現れる言葉です。

（１）《 》：《存在》と《現存在》に関する哲学用語を意味する。

①《提案箱》：１回

②《カンガルー・ノート》：１回

③《かいわれ大根》：５７回

④《縞魚飛魚》：２回

⑤《飲用可》：１回

⑥《危険 立入禁止 飲むべからず》：１回

⑦《お助けコーラス》：２回

⑧《賽の河原拝観バス》：１回
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⑨《日本尊厳死協会》：１回

⑩《事故死》：３回

⑪《日本安楽死クラブ設立準備会》：１回

⑫《法螺風》：１回

⑬《非常口》：１回

この①から⑬を《存在》と《現存在》に色分けすると次のやうになります。箱や袋などの凹の

形象（イメージ）、垂直の方向、存在への方向（立て札）に連絡してゐれば《存在》、さう

でなければ時間といふ因子の入つた、とはいへ存在記号《 》の中でゆつくり時間の流れる中

にある《現存在》です。

《存在》：

①《提案箱》：１回

②《カンガルー・ノート》：１回

③《かいわれ大根》：５７回

④《縞魚飛魚》：２回

⑤《飲用可》：１回

⑥《危険 立入禁止 飲むべからず》：１回

⑧《賽の河原拝観バス》：１回

⑫《法螺風》：１回

⑬《非常口》：１回

《現存在》：

⑦《お助けコーラス》：２回

⑨《日本尊厳死協会》：１回

⑩《事故死》：３回

⑪《日本安楽死クラブ設立準備会》：１回

（２）『 』：存在の中の存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語につ

いてのものであることを意味する。

①『有袋類の涙』：２回

②『初診の方は七時半から申し込みを受け付けます。予約票に指定された時間に再来院して下

さい。急患の方はそのむね申し出て下さい』：１回

③『尻尾』：３回

④『お猿の電車』：１回

⑤『鬱』：２回

⑥『大黒屋爆破事件』：６回
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⑦『大黒屋』：７回

⑧『三日堂』：３回

⑨『物欲ショップ』：６回

⑩『たばこ』：１回

⑪『通りゃんせ、通りゃんせ』：１回

⑫『タンニン・ロードの夜はふけて』：１回

⑬『熔岩飴』：１回

⑭『お助けクラブ』：４回

⑮『注意！』：１回

⑯『みどりご』：２回

⑰『進入禁止』：１回

⑱『ひとつ積んでは父のため』：１回

⑲『狭き門』：１回

⑳『口裂け女と人面魚の故郷』：１回

『エコーズ』：３回

（３）［ ］：存在の中の存在の中の存在であることを意味する。

①［NO1］：１回

②［緑面の詩人］：７回

③［物］：２回

④［B２］：１回

⑤［観光課］：１回

⑥［患者は手を触れないでください］：１回

⑦［落ち目のオケイさん］：１回

（４）「 」：地の文にある立て札を意味する。

①「八階A・整形外科・軽症」：１回

（５）（ ）：存在の中に存在することを意味する。

①（当時はまだ暗渠になる以前で木場の下川と呼ばれていたそうだ。）１回：この（ ）の

中の言葉は、直接存在に関係するのではなく、註釈として過去の事実と今の間に生じた時間

的な差異と変化を提示してゐる言葉である。

②（オタスケ オタスケ オタスケヨ オネガイダカラ タスケテヨ）：２回

４。シャーマン安部公房の秘儀の式次第

「『箱男』論∼奉天の窓から8枚の写真を読み解く∼」（もぐら通信第３４号）より、シャー

マン安部公房の秘儀の式次第［註９］は、次のようなものでした。
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1。差異(十字路)という神聖な場所を設けて、

2。その差異に向かって、また其の差異で呪文を唱えて、

3。その差異に、存在を招来し、

4。主人公と読者のために、存在への方向を指し示す方向指示板たる立て札を存在の十字路(差

異)に立て、または案内人か案内書（「ガイドブック」）を配し、

5。存在を褒め称え、荘厳(しょうごん)して、

6。最後に、次の存在への方向を指し示す方向指示板たる立て札を立てる。

という、このような、安部公房の秘儀の式次第でありました。

安部公房の読者が、安部公房の作品を読むための便覧として役立つように、もう少し簡略にし

てお伝えすると、

1。差異を設ける。

2。呪文を唱える。

3。存在を招来する。

4。存在への立て札を立てる。

5。存在を荘厳(しょうごん)する。

6。次の存在への立て札を立てる。

ということになります。」

［註９］

最初にこれを明らかにしたのは『安部公房の奉天の窓の暗号を解読する∼安部公房の数学的能力について∼』（も

ぐら通信第３２号及び第３３号）ですので、これをお読みください。安部公房の奉天での生ひ立ちと共に育つた

安部公房の数学的能力の由来がよくわかります。



５。シャーマン安部公房の秘儀の式次第に則つて７つの章を読み解く

『カンガルー・ノート』の７つの章に亘る６つのシャーマン安部公房の秘儀のプロセスを見

てみましょう。

簡単に６つのプロセスに即して各章を割り当てれば、次のやうになります。

（１）差異を設ける：第１章：かいわれ大根

（２）呪文を唱える：第２章：緑面の詩人

（３）存在を招来する：第３章：火炎河原；第４章：ドラキュラの娘

（４）存在への立て札を立てる：第５章：新交通体系の提唱
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（５）存在を荘厳(しょうごん)する：第６章：風の長歌：鎮魂歌

（６）次の存在への立て札を立てる：第７章：人さらい：反歌

さうして、『箱男論∼奉天の窓から８枚の写真を読み解く∼』（もぐら通信第３４号）で論

じたやうに、各章は、連続の非連続・非連続の連続といふtopologicalな接続がなされてゐる。

即ち、メビウスの環の一捻りといふ表と裏の空虚の沈黙の余白の「空白の論理」による接続

が加へられてゐる。あるいは、クラインの壺の内部と外部の空虚の沈黙の余白の「空白の論

理」による交換面が其処に接続関係としてあるといつても同じです。個々の作品同士が

topologicalな連続の非連続・非連続の連続といふ接続関係を有してゐるといふ事実、即ち冒

頭共有・結末共有・結末継承を行つたといふことは、「『デンドロカカリヤ』論（前篇）」

（もぐら通信第５３号）でお話しした通りです。

冒頭共有は時間と空間の差異の設定（第１章）、結末共有は（リルケに学んだ）透明感覚（第

７章）。そして、結末継承（のある第７章）は、この作品の前後の作品との関係で言ふと、

次のやうになります。「デンドロカカリヤ論（前篇）」（もぐら通信第５３号）の「６。結

末継承から見る安部公房の作品の系譜」より引用します。これが、安部公房の全作品の中で、

『カンガルー・ノート』の占める位置です。

「６。結末継承から見る安部公房の作品の系譜

   （略）

（７）『飛ぶ男』→『カンガルー・ノート』：この二つの作品の結末継承は、差異を有する

形態を備へた植物または植物園であつた筈。何故ならば、『カンガルー・ノート』が、カイ

ワレ大根で始まるから。そして、全集第２９巻、６９ページの『飛ぶ男』に関するメモ書き

の最後の一行が、「試験農園」とあるから。

このメモは『デンドロカカリヤ』を思はせますし、そして何よりも樹木や花は、リルケの純

粋空間、即ち存在に生きる植物です。デンドロカカリヤは、その植物の一つなのです。それ故

に、最後に存在の方向への立て札を体に留められて名付けられて「Dendrocacalia

creﬁdifolia」といふ、間に一文字分の余白、即ち存在への通路である隙間が置かれて、コモ

ン君は、この世を離れるのです。 ［註９］

［註９］

「Dendrocacalia creﬁdifolia」といふ立て札も含め、安部公房が小説の中で立てて、存在への方向を示す立て札

については、『安部公房の奉天の窓の暗号を解読する∼安部公房の数学的能力について（後篇）』（もぐら通信

第３３号）で詳細に論じましたので、これをお読みください。



（８）『カンガルー・ノート』→『さまざまな父』：郵便受けの窓（「郵便受けほどの、切

り穴」：箱の穴）→郵便受けの窓（「玄関で郵便受けのバネが鳴った。」）この郵便箱と窓

もまた、箱男の世界です。」
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さて、「６。結末継承から見る安部公房の作品の系譜」で述べたことに加へて、此の作品は

更に徹底的な構造化がなされてゐて、各章が同じ６つのプロセス、即ちシャーマン安部公房の

秘儀の式次第による同じプロセス、即ちサブ・プロセスによつて構成されてゐるといふこと

を念頭に置いて、各章を味読します。

この場合、第１章の中のシャーマン安部公房の秘儀の式次第といふ形式の中で内容に関する

形象のことを論じますと、この最初の章に、全７章の大きな式次第のプロセスと各章毎にサ

ブ・プロセス化された小さな式次第に登場する重要な形象が全て提示されてゐるので、形象

自体を媒介にして、第１章から第７章までの形象に関する説明が、プロセスとサブ・プロセ

スを渡つてあつちへ行つたりこつちへ行つたりして、入れ籠になります。第２章以降はシャー

マン安部公房の秘儀の式次第のままに叙述を進めます。

５。１ 第１章：かいわれ大根：差異を設ける

（１）差異を設ける：第１章：かいわれ大根

  ①時間の差異：最初の一行「いつもどおりの朝になるはずだった。」

  ②空間の差異：かいわれ大根。かいわれ大根は差異の集合である。または「上体を右に

傾け、ひろげた新聞の隅に肘をつき」「見出しの活字の上で石蹴りふうにジャンプ」するこ

とが空間の差異に当たる。このジャンプは『密会』の主人公のジヤンプ・シユーズによるジヤ

ンプと同じ意味を持つてゐます。時間のない方向である垂直方向へのジヤンプです。

この差異は、この作品全体の最初に設けられた差異でもある。

（２）存在を招来する呪文を唱へる

  ①「蟻走感」（８２ページ上段）

  ②「チリチリ」（８２ページ上段）

５。１。１ 存在と存在の方向への標識板と超越論の関係

（３）存在への立て札を立てる

   ①存在：《提案箱》：《 》の記号による存在の箱（８２ページ下段）

   ②存在の中の存在：《カンガルー・ノート》： 《 》の記号による存在のノートブッ

ク（帳面）（８２ページ下段）。存在《提案箱》の中に、存在の中の存在《カンガルー・ノー

ト》がある。

   ③存在の方向への立て札：主人公が病院に行くと玄関に掛かつてゐた表示板、即ち存

在の方向への標識板

『初診の方は七時半から申し込みを受け付けます。予約票に指定された時間に再来院して下さ

い。急患の方はそのむね申し出て下さい。』と書かれた文意は、主人公にとつては、次のや

うなものでありませう。
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主人公には既に存在への案内人たる《かいわれ大根》が或る朝突然として（先後の理由なく超

越論的に）生えてしまつてゐるので急患ではあるが、同時に此の病院を訪ねるのは初めてある

ので、初診である。といふことであれば、これは安部公房の２０歳の論文『詩と詩人（意識と

無意識）』の（自己を含んだ）次元展開の論理に従ひ、AでもなくZでもなく、第三の客観、即

ち自己反照した存在を求めるといふ第三のtopologicalな道を行くわけですから、ここでも同じ

論理で、初診でもなく、また急患ではあるが時間外れの患者であるので（少し理屈をこねれば）

急患にもならない主人公は第三の患者、それも存在への案内人が脛から生えてしまつてゐて存

在の中を最初から彷徨ふ事が決まつてゐる第三の客観としての患者といふ訳です。安部公房の

此の第三の客観といふ概念は、次元展開するに際して自己を含みますので再帰的であり、従ひ

「５。１。４『カンガルー・ノート』の形象論」で後述する理由によつて、再帰的（recursive）

であることは、超越論的でありますから、当然のことながら、時間の存在しない空間を、垂直

方向にも水平方向にもいづれにせよ、座標がありませんので、差異と落差の内外を経めぐる事

になるのです。

それ故に、実際に、主人公は時間の中での扱いである初診扱いもされず、同様に急患扱いもさ

れない。病院玄関に掛かつてゐる表示板には『初診の受付は七時半から申し込みを受け付けま

す』と書いてあるにも拘らず（８５ページ上段）、初診の受付も定刻から外れて「「静かにし

て下さいよ」/細い女の声がして玄関の錠が開けられたのは、すでに定刻を過ぎてからだった。」

（８５ページ下段）。そして、主人公は「熱もないし、痛みもない休館なんて、駄目よ」と「ト

ンボ眼鏡の看護婦」に言はれて、急患扱ひもされない。（８６ページ上段）

その代はり、「トンボ眼鏡の看護婦」に［NO1］といふ、それはさうでありませう、存在の中

の存在への受付番号の「プリントされたプラスチックのカード」である立て札または小さな立

て札即ち片道切符、即ち存在への方向標識板の手札を受け取るのです。［ ］といふ記号から、

既に此の時主人公は、第２章に登場する《縞魚飛魚》といふ作者の書いた小説と、この作者と

同一人物であるらしい［緑面の詩人］の解説した仮構の怪奇小説『大黒屋爆破事件』といふ物

語の中へ、存在の中の存在の中の存在の物語の世界への切符を手にしてゐるのです。存在《提

案箱》の中に、存在の中の存在《カンガルー・ノート》があり、この物語が叙述されるといふ

趣向です。

折角ですから、『砂の女』と『方舟さくら丸』の片道切符について、重複を厭はず、以下に引

用します。後者については、「５。１。４ 『カンガルー・ノート』の形象論の（７）片道切

符」のところで詳述します。

『砂の女』：

「この存在への片道切符は『砂の女』にも出てきます。その第二部、砂の女が「ジャブ ジャ

ブ ジャブ ジャブ/何の音？/鈴の音」で始まる２連からなる呪文を唱へて存在を招来した後

の第２３章の冒頭の一行。

「Got a one way ticket to the blues, woo woo ―

（こいつは悲しい片道切符のブルースさ）……歌いたければ勝手に歌うがいい。（略）片道切
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切符とは、昨日と今日が、今日と明日が、つながりをなくして、ばらばらになってしまった生

活だ。そんな、傷だらけの片道切符を、鼻歌まじりにしたりできるのは、いずれがっちり往

復切符をにぎった人間だけにきまっている。」（全集第１６巻、２０５∼２０６ページ）（傍

線筆者）

『方舟さくら丸』：

「品定めするようなぼくの視線が気に障ったらしい。［乗船切符］を持ち歩くようになって

からの悪い癖である。」（全集第２７巻、２５５ページ下段）（傍線筆者）

この［乗船切符］の記号の［ ］は、「トンボ眼鏡の看護婦」にもらつた［NO1］の手札と

同じ記号です。安部公房の記号の使ひ方は、処女作『終りし道の標べに』以来首尾一貫してゐ

る。『方舟さくら丸』の主人公もぐらは『カンガルー・ノート』の無名の主人公と同じく、

存在の中の存在の中の世界への切符を手にしてゐることがわかります。「存在の中の存在の中

の世界」が、安部公房の記号を使つて表せば、《方舟さくら丸》だといふことになります。

記号論の視点から、この二つの小説の構造を見ると、『方舟さくら丸』と『カンガルー・ノー

ト』の話の構造は全く同じだといふことになる。同じ方法を用ゐて、今、前者の目次である、

しかし実際には存在の方向を示す板または立て札の文字から、存在に関係する記号のある言

葉を以下に引用して、「３。『カンガルー・ノート』の記号論」に基づいた基本的な整理をし

てをいて、後日の『方舟さくら丸』論のための標識としての板を暫定的に立ててをくことにし

ます。

（１）第１章：《豚》もしくは《もぐら》：《存在》と《現存在》について

（２）第３章：［生きのびるための切符］：存在の中の存在の中の物語の中の存在であるも

のについて

（３）第４章：［猪突］：存在の中の存在の中の物語の中の存在であるものについて

（４）第１３章：［ほうき隊］：存在の中の存在の中の物語の中の存在であるものについて

（５）第２１章：『豚の死体無料贈呈 腸詰め製造業者殿』：存在の中の存在の、詩人また

は物語作者《縞魚飛魚》の書いた物語について。ここでは、物語作者は、船長である《豚》

もしくは《もぐら》である。そして、作者《縞魚飛魚》と註釈者［緑面の詩人］の関係と同じ

く、《豚》もしくは《もぐら》と［ほうき隊］は「同じ穴のむじなだと」『豚の死体無料贈

呈 腸詰め製造業者殿』と「蜜柑口のゴミ捨て場の壁に、スプレーの塗料で落書」した乱暴

な若者たちには思はれてゐるといふ、作者・註釈者の関係に関する疑ひもまた、全く同じで

ある。（全集第２７巻、４２２ページ）これは、この論考の記号論的な読み方で『方舟さく

ら丸』も解読できることを意味してゐる。

（６）第２３章：「空が見たい……ある平和な日に、人知れず」：地の文にある立て札を意

味する。

さて、話を『カンガルー・ノート』に戻しますと、この章での存在の方向への標識板は、上
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記の通りに然るべき場所に立てられてをり、また作品全体の問題としては「５。４ 第５章：

新交通体系の提唱：存在への立て札を立てる」では立て札が盛大に林立してゐます。読者であ

るあなたよ、これが最後の立て札の章であるぞ、見逃すなよ、存在の方向を見失ふなよ、

topologicalな真理への道を誤るなよと、部分と全体に、即ち章と作品全体に、二つながら立

て札を置いて、作者は読者に対してさう云ふ訳です。

５。１。２ 安部公房の幾つかの文章（テキスト）を超越論で読み解く

最後に此の存在の方向への標識板について云ふべきことは、外の小説の場合も同じですが、

この板は超越論の板［註１０］ですから、無時間の板です。いや、診療時間について書いて有

るではないかといふのが、普通の読者の理解でありませうが、これは存在への案内人である

差異の集合たる《かいわれ大根》を脛に生やした主人公が病院の内部に入る契機に関わる板

ですから、そこに時間は存在しない。

［註１０］

板といふ存在の方向への標識指示板の初出は『問題下降に依る肯定の批判』にある次の言葉です。

「だが実は地球に於いて人類の歴史が始まって以来、高く新しき板を掲げたニイチェがやっと百歩進んだのに過

ぎないのだ。」（全集第１巻、１５ページ下段）（原文は傍線は傍点）



（１）『カンガルー・ノート』

どのやうに時間が存在しないかといふと、この章の冒頭の第一行にして此の小説の冒頭の第

一行である「いつもどおりの朝になるはずだった」のが、さうはならなかつた朝である以上、

いつもなら現在に起こる（予定してゐた）未来の予定が起こらなかつたといふ過去で有る（既

に過去になつてしまつてゐる）現在である以上、この病院での診察時間も、初診の七時半で

もなく急患の時間でもない第三の時間にやつて来て、その予定の未来と既に過去になつてし

まつた未来としてある現在といふ時間の隙間に存在する（主人公の）空白の、従ひ診療との

関係では存在しない現在の時間である以上、初診の七時半といふ時刻から見れば主人公は

「既にして」未来の七時半といふ（しかし実は今現在只今といふ現在である）過去の七時半

である時刻に来てゐることになつてゐるからです。一番判りやすい例は、『さまざまな父』の

冒頭の第一行ですので、この一行を使つて超越論の論理（logic）についての説明をします。

（２）『さまざまな父』

「いつもどおり四時十分に学校から戻ると、父が先に帰宅していた。珍しいことだ。ふつう

父の帰宅は五時二十分にきまっている。」（全集第２９巻、２５２ページ上段）

この超越論的な二行の文の文意は、現実の時間の中での定例的な行為の時間、即ち定例的に

何かが繰り返される日常の時間が前提としてあつて、その時間に普通に期待をして予定してゐ
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たことに対して、主人公の期待外れのことが起きて、つまり其れが予定の時間よりも早く既

に過去のこととして起きたことを、今この現在といふ時間に知つた、即ち未来に起きることを

過去に既に起つてしまつたこととして、（起きてしまつた過去である）今日只今知るといふ

ことになります。即ち、未来が過去に起きたこととして現在起きる。もつと縮約すると、過去

に起きた未来が、（起きてしまつた過去である）現在に現実として眼の前にあるといふこと

です。『第四間氷期』の予言電子計算機の言語論理、即ち予言機械の超越論だと云へばお判

りでせうか。また、『密会』の最後の再帰的な超越論の次の行をご覧ください。

「もう誰からも咎められなくなったこの一人だけの密会にしがみつく。いくら認めないつも

りでも、明日の新聞に先を越され、ぼくは明日という過去の中で、何度も確実に死につづけ

る。やさしい一人だけの密会を抱きしめて……」（全集第２６巻、１４０ページ）（原文は

傍線点線）

「明日の新聞」は、かうして、明日といふ過去に発行され、（起きてしまつた過去である）

現在に、未来である過去からの新聞として配達されるのです。

このやうに超越論的に現在に存在する我を安部公房は《現存在》と呼び、この《現存在》に

生きる《存在》としての人間のあり方を《実存》と呼んだのです。さうして《存在》としての

《実存》を《未分化の実存》と呼んだ。これが、安部公房の「新象徴主義哲学」［註１１］

の基本概念同士の関係です。この場合、《存在》は、昨日・今日・明日といふ時間単位の等

価交換の（上記「（１）『カンガルー・ノート』」に述べたやうな空白の）隙間、即ち絶え

ざる動態的な交換関係の中に存在するのです。つまり、この動態的な等価交換の接続は、こ

の作品では、安部公房のいふ通りに「迷宮のあいだの移動用乗り物として」主人公のために

はあり、その器（vehicle）として「救急車が利用されているのだろう」といふ動態的な等価

交換の接続の形象である救急車でありますが、この接続は時間単位の交換の隙間にある以上

「あれは実体があるようで無」く、形象としては「動く密室」である救急車、即ち交通規則

を一切無視して超の付く高速で、もつと云へばリルケの『ドゥイーノの悲歌』の天使のやうに

空間と空間の間を無時間で飛翔して、突然次の空間に出現するのと同じ機能を有した天使の

救急車なのです。地獄巡りをさせてくれる天使の救急車。

この「絶えざる動態的な交換関係」の規則が、安部公房がチョムスキーを引用してよく云ふ

「変形生成文法」といふ普遍文法です。チョムスキーの引用がなくても、安部公房の此の言

語機能論と超越論は、安部公房独自の論として十分過ぎる位に独立して成立してゐます。「『問

題下降』論確立」の時期の初期安部公房は、この論理（logos）、即ち《実存》が/から 此

の普遍文法から/が 生み出す/生まれる動態的な、しかし時間による因果関係を脱した此の論

理に基づいて自己喪失を含む過去の現実の記憶の忘却と無時間の空間の中でのその現実だつ

たものの言語の形をとつて立ち現れる象徴的な再生を存在象徴と呼び、その哲学を「新象徴

主義哲学」［註１１］と呼びました。この安部公房の哲学は、私の命名で云ふ、有色人種多神
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教の私たちにとっては、欧米白人種キリスト教徒の信仰する唯一絶対のGodの存在とは全く

異なり、時間の中での因果律からは全く自由である神々の多数存在する汎神論的存在論であ

り、この欧州の文明がキリスト教の教義を超越するために此の文明の中の哲学者の発想した

超越論（実は汎神論的存在論）といふバロックの哲学に対応する、私たち有色人種多神教の

文明の哲学、即ち汎神論的存在論にほかなりません。

［註１１］

「僕の帰結は、不思議な事に、現代の実存哲学とは一寸異つた実存哲学だつた。僕の哲学（？）を無理に名づけ

れば新象徴主義哲学（存在象徴主ギ）とでも言はうか、やはりオントロギーの上に立つ一種の実践主ギだつた。

存在象徴の創造的解釋、それが僕の意志する所だ。」（『中埜肇宛書簡第１０信』全集第１巻、２７０ページ上

段）

安部公房の「新象徴主義哲学」が、何故、どのやうに生まれたのかは、そして何故どのやうに汎神論的存在論で

あるのかは、『安部公房の奉天の窓の暗号を解読する』（第３２号及び第３３号）をお読みください。日本人で

ある安部公房の此の哲学の芽が（芽といふには余りに巨きく、既に確立してゐる）、「既にして」、しかし日本

列島といふ島の上でではなく、満州帝国なる奉天といふ大陸の都市で生まれたといふことが、この帝国の都市の

バロック様式の都市設計のあり方と相俟つて、日本史上にもまた日本文学史上にも、それから日本人の哲学史上

にも、稀にみる私たちの財産となつてをります。安部公房の文学と哲学の、日本の歴史と伝統と文化の上におけ

る希少なる価値は、もつと研究されてよいものだと、私は考へます。



（３）再び『カンガルー・ノート』

第１章の病院の玄関に掲示されてゐる立て札の板の文意をこれに倣つて置き換へて見ると、そ

の文意は、次のやうになります。超越論とは、過去に起きた未来が、（起きてしまつた過去

である）現在に現実として眼の前にあるといふことですから、これを念頭に置いて考えます

と、

「七時半といふ定例的な時間に普通に期待をして予定してゐたことに対して、主人公の期待外

れのことが起きて、つまり其れが予定の時間よりも早く既に過去のこととして起きたことを、

今この現在といふ時間に知つた（つまり初診であれば診察を受けることが今現在只今にはで

きない）、即ち未来に起きることを過去に既に起つてしまつたこととして、今日只今知つた

といふことになります。即ち、未来が過去に起きたこととして、（起きてしまつた過去であ

る）現在に起きる。もつと縮約すると、過去に起きた未来が、（起きてしまつた過去であ

る）現在に現実として眼の前にあるといふことです。」その眼前にある今ある未来とは、既に

確定してゐて、即ち過去のものであつて、主人公は初診であるから只今現在には受け付けられ

ないといふことです。何故ならば、話の顛末は結末に至つてみれば、実は過去といふ未来に

始まつてをり、未来といふ過去に、現在只今この時に終わつてゐるからです。これが現在とい

ふ実体のない時間の意味なのです。時間とは何かといふ問ひ対する答へが、これです。「現在

といふ実体のない時間」、即ち現在にあつては実体のない時間、即ち隙間であり差異なので
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すから、実体はない。この時間といふ差異は絶えず移動するやうに見えるが、実はさうでは

ない、単位化してみれば、以上に「新象徴主義哲学」として述べ、また以下に述べるやうに、

過去と未来は現在に於いて等価で交換可能である。即ち、過去と現在と未来は等価で交換可

能である。時間は差異であるので実体がないので、過ぎ去ることはなく、また留まることは

ない差異である。と再帰的以外にはいふことができない差異である。御釈迦様ならば、諸行

無常といふことです。

それ故に、存在の中の存在の、時間の無い、因果律から解き放たれた旅が既に此処で、この

病院で始まつてゐるのだよと主人公に、また主人公と旅をする私たち読者に伝へるために、

この存在への方向の標識板の初診と急患についての受付の言葉は『 』の記号で括られてゐる

のです。

この記号の意味は、「３。『カンガルー・ノート』の記号論」で述べたやうに「存在の中の

存在の詩人または其の物語の作者《縞魚飛魚》の書いた物語について」の記号でありますか

ら、作者《縞魚飛魚》と其の小説の解説者たる［緑面の詩人］の事が、此処で「既にして」

「いつの間にか」「どこからともなく」（超越論的に）消しゴムで書かれてゐ、また単に此

の記号のみによつて書かれて暗示されてゐるといふ事に、作品構造上または安部公房の記号論

上、なります。

作者《縞魚飛魚》と其の小説の解説者たる［緑面の詩人］の関係は、後述するやうに、安部

公房独自固有の話法「僕の中の「僕」」にあつて等価で交換可能な二人なのです。安部公房

の世界は再帰的な世界、存在の世界、言語機能論の世界、即ちtopologyの世界ですから、作

者はいつも註釈者・解説者ですし、後者はまた前者なのです。作者《縞魚飛魚》と見えて、作

者《縞魚飛魚》は作者ではなく、主役と見える主人公に対して実はかいわれ大根の位置にゐ

る従たる者（脇役）であり、註釈者・解説者［緑面の詩人］やかいわれ大根が、従たるもの

と見えて、実は主たるもの（主人公）であるのですし、この役割は絶えず物語の中で等価で交

換されます。狂言廻しが実は主役、後者は前者、なのです。この役割等価交換の規則は、その

まま難解な小説『箱男』を解読するための規則です。あるいはまた、安部公房のクレオール論

を思つて、この普遍文法規則の発生する親と子の関係に適用しても良いでせう。

作者《縞魚飛魚》と其の小説の解説者たる［緑面の詩人］の関係は「５。２ 第２章：緑面

の詩人：呪文を唱える」の「５。２。１ 存在の中の存在の小説『大黒屋爆破事件』」で詳

述します。

（４）『砂の女』

最後に再度「埴谷雄高『安部公房のこと』解題」（もぐら通信第５１号）の「７。安部公房

独自の方法論」より引用して、『砂の女』を例にとつて、安部公房の超越論についてお伝へし

ます。何故ならば、話は結末に至つてみれば、実は過去といふ未来に始まつてをり、未来と
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いふ過去に、現在只今この時に終わつてゐるからです。

「安部公房独自の方法論が、位相幾何学と、この数学と表裏一体の言語機能論であること、

さうして存在といふ概念を巡る文法的にも正確な論理 ［註６］に依ることは、既にもぐら通信

の諸処で述べて来た通りです。

［註６］

安部公房の存在概念については、あちこちで述べて参りまいたが、一番まとめて論じたものが、『存在とは何か

∼安部公房をより良く理解するために∼』（もぐら通信第４１号から第４４号及びそれ以降の号の連載） をお

読み下さい。Topologyと存在概念も含め、詳細に論じてあります。



日本共産党員になつてまで、乗り越え超克すべきものとしてあるマルクス主義を ［註７］、自

分の言語論の正しさを証明し、実証するために命を掛けた安部公房であつてみれば、もし上

の段落で挙げた方法論に関する思想をどれか一つに絞れと言はれたら、安部公房独自の方法

論は言語機能論だと断言しても、断言し過ぎることはありません。 ［註８］もしさう言はなけ

れば、やはり位相幾何学（topology）といふ事になるでせう。しかし、安部公房の言語機能

論はtopologyを含んでをりますので、このままで良いと、私は考へます。

言語機能論とは、言葉には意味はなく、言葉が意味であるならば、それは関係に、即ち差異

に生じ、即ち意味とは差異なのであり、差異のそれぞれの値を上位接続して一つに統合する

のが其の働き（機能）であるといふ考へ方です。（安部公房はよく言語を二次元の円形を積

分すれば三次元のチューブになることを以って言語の本質（関係）を説明してゐます。）言ひ

換へれば、言葉の意味は使ひ方、即ちcontext、文脈によつて成り立つといふ至極真つ当な考

へ方です。

この考へを安部公房は作品の隅々にまで及ぼしました。

有名な一例であるべき筈のものを、誰もが無名の例のままに５４年間放置して来た名作『砂

の女』の主人公仁木順平の年齢の意味について語つて、この例を、今ここで、有名の例とい

たします。

『砂の女』のWikipediaには、次のやうにあります。

「年齢は、本文中、「仁木順平、三十一歳」と書かれているが、最後の「催告」と「審判書」

では、「昭和2年3月7日生」（1927年3月7日生）となつており、失踪時の昭和30年（1955年）

8月には28歳に当り、矛盾している。」（https://ja.wikipedia.org/wiki/砂の女）
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これは少しも矛盾ではなく、誠に全ての安部公房の主人公たちと同様に、年齢の差異といふ

此のの時間の差異に生きる仁木順平が存在の男であることを示してゐるのです。勿論、砂の穴

といふ迷宮の神話の世界、即ち時間の存在しない存在への案内人は、他の安部公房の全ての

作品がさうであるやうに、あの「とり逃してしまつた」といふ一度失はれた、即ち予（あら

かじ）め失われたニワハンミョウであることは、読者周知の通りです。

この「年齢は、本文中、「仁木順平、三十一歳」と書かれているが、」「「昭和2年3月7日生」

（1927年3月7日生）となつており、失踪時の昭和30年（1955年）8月には28歳に当」るとい

ふ此のテキスト上の事実は、『第四間氷期』の予言計算機や戯曲『友達』や『密会』その他

の作品に最後に登場する「明日の新聞」と同じ思想、即ち超越論であることが解ります。何

故ならば、話は結末に至つてみれば、実は過去といふ未来に始まつてをり、未来といふ過去

に、現在只今この時に終わつてゐるからです。即ち、今日は昨日の明日、今日は明日の昨日と

いふ時間の単位の交換によつて、（即ち始めが終わりに、終わりが始めに回帰するといふ

topologyといふ位相に関する幾何学によつて）、年齢の時差といふ時間の差異と、砂の穴の

凹といふ形象の窪地の空間の陰画の差異に主人公の男を置いて、安部公房は此の小説を書い

たのです。 ［註９］

安部公房の世界認識は、言葉の意味とは差異であり、従ひ、世界は差異である、といふもの

です。この世界認識は、そのまま安部公房の苛烈な自己認識です。

この苛烈な自己認識を、安部公房が安部公房スタジオの若い俳優たちに「自分の墓を暴け！」

と教へたことを、当時スタジオの俳優であつた御一人から聞いて知ることがありました。

このバロック的な苛烈な自己認識に基づく安部公房の奉天体験と小説作法については、『安

部公房の奉天の窓の暗号を解読する∼安部公房の数学的能力について∼』（もぐら通信第３

２号及び第３３号）に詳述しましたので、これをお読みください。或ひは、今月号の「『赤

い繭』論」をお読み下さつても結構です。

［註７］

これについては『安部公房と共産主義』（もぐら通信第２９号）をお読みください。

［註８］

これについては『安部公房の奉天の窓の暗号を解読する』（もぐら通信第３２号及び第３３号）と『安部公房文

学の毒について』（もぐら通信第５５号）の「４。言語論といふ毒（問題下降の毒）」をお読みください。

［註９］

「最後の「催告」と「審判書」」といはれてゐるのは、「失踪に関する届出の催告」と、主人公の失踪の確定し

た「審判」書（全集第１６巻、２５０ページ）のことである。以下に整理する。

（１）主人公の行方不明の期間：「七年たち、民法第三十条によって、けっきょく死亡の認定をうけることに
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なったのである。」：全集第１６巻、１１８ページ

（２）本文中：主人公は３１歳：全集第１６巻、１５９ページ上段

（３）「最後の」「失踪に関する届出の催告」中：主人公は３５歳：「生年月日 昭和二年三月七日」：全集２

４９ページ。（催告書に記載の生年月日である昭和２年は西暦１９２７年、その発行年月日は「昭和三十七年二

月十八日」、昭和３７年は１９６２年である。）

従ひ、（１）と（２）からは、主人公は失踪時３８歳、（３）からは３５歳となる。」

この差異が３年といふ３といふ数字にも、安部公房は意味を持たせたものと思はれる。



（５）『魔法のチョーク』

今まで私の書いた超越論のうちで、「『魔法のチョーク』論」（もぐら通信第５２号）で解

説した超越論が一番解りやすいかも知れませんので、再掲して、お伝へします。説明が簡潔な

分だけ、『魔法のチョーク』をお読みになつてゐれば、一層理解が容易の筈です。

「さて、この時に、「ポケットの中でカサっと鳴るものが」ありました。それが、部屋を密

閉するために買い出しに出た時に最後に買った「明日の新聞」です。さて、従ひ、この新聞

が登場しますと、明日と今日の関係、今日と昨日の関係が、それぞれが1日といふ単位化され

た時間として無時間の単位となり、単位は無時間であり交換可能ですから、それらが互いに

交換されて、今日は昨日の明日、今日は明日の昨日でありますから、この新聞は明日といふ

昨日に今日配達され、また昨日といふ明日に今日配達されることになります。」

（「『魔法のチョーク』論」もぐら通信第５２号）

「カサっと」なるのは突然に「ふと」「気がついたら」（即ち、「既にして」起こつてゐる）、

先後の脈絡なく、時間の順序とは無関係にといふ意味です。この「明日の新聞」といふ超越

論による新聞が登場する前には、シャーマン安部公房の秘儀の式次第に忠実に則り、アルゴ

ン君は何度も自己喪失と記憶喪失を繰り返してゐます。それがあつての、無時間を生み出す、

無時間の中での等価交換です。

アルゴン君が、日常の時間の中で「買い出しに出た時に最後に買った「明日の新聞」」とい

ふ意味は、アルゴン君が世界の果てにゐて、無時間に、因果律を離れて、「明日の新聞」が配

達される・されてゐる・されてしまつてゐることを意味してゐます。

結局、かうして考へ来ますと、冒頭に引いた安部公房の言葉「どうやら『カンガルー・ノー

ト』は、その「明日の新聞」の内容ということになる」とは、この小説は超越論で書かれて

ゐると云つてゐるのです。当たり前と云へば、当たり前のことではありますけれども。いや、

もつと云へば、私の作品はみな「明日の新聞」だと云つてゐるのです。
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５。１。３ 如何にして主人公は存在になるか

「５。１。１ 存在と存在の方向への標識板と超越論の関係」の「（３）存在への立て札を

立てる」で、「トンボ眼鏡の看護婦」に［NO1］といふ、存在の中の存在への受付番号の「プ

リントされたプラスチックのカード」である立て札または片道切符といふ手札を受け取つた

主人公は、第２章に登場する《縞魚飛魚》といふ作者の書いた小説と、この作者と同一人物

であるらしい［緑面の詩人］の解説した仮構の物語の中へ、存在の存在の中の世界へと入つ

て行くために、一体いかにして存在になるのでせうか。

それは、最初の手術室の殺風景な空間の中で手術台のベツドの上に横になり、案内人である

「トンボ眼鏡の看護婦」に「何か麻酔薬でも注射されたのかも知れない」と思つたあとに熟

睡し、「枕元のジュースを飲み、また熟睡し」て「何時間経ったのか分からない」「夜か昼か

も分からない」意識のままで、気がつくと、「二本のチューブが接続器で一本になり」主人

公の「鎖骨の下あたりに突き刺さっている」といふことによつて、なるのです。

「淡黄色の液でふくらんで大判のビニール袋」と「拳大の透明な袋」、即ち袋といふ凹である

存在の形象（イメージ）と、しかも大小といふtopologicalに対照的な袋を一つにした接続器

から伸びる一本のチューブが、主人公の体に接続されてゐる。二本ではない此の一本のチュー

ブがtopologicalな存在、即ち１といふことであり、この一本のチューブが存在へ至るための

トンネル、即ち第１章の最後で坑道として登場して垂直に落下して接続線を描き、そのまま第

２章での結末継承の接続となるトンネルなのです。（９８ページ上段）また此の作品全体の

最後第７章にある、次の作品への接続、即ち此の自作の作品から見れば結末継承の形象は何

かと云へば、（それは箱男がさうであるやうに）、ダンボール箱の「正面に覗き穴があっ」

て、それが「郵便受けほどの、切り穴」である此の穴が、主人公の脱出して次の存在へ至るた

めのトンネルだといふことになります。初期安部公房が「『問題下降』論」確立時期に確立

した（部屋、窓、反照、自己証認）の四つの概念の中にある存在の部屋の窓のことです。

［（箱：部屋）：（覗き穴：窓）］といふ訳です。ともに閉鎖空間から脱出する主人公の動

機と目的は一つ、［（反照：鏡）、（自己証認：自己）］を存在の中に求めるためです［註

B］。即ち金山時夫の死に接して『終りし道の標べに』について、哲学談義を親しく交はした

友、中埜肇に宛てた手紙にあるやうに、「完全な存在自体」になるためです。［註１２］

［註B］

この脱出の目的である［（反照：鏡）、（自己証認：自己自身）］を存在の中に求めることの成就は、『カンガ

ルー・ノート』の全体の最後の章としての第７章の、章としても最後に、合はせ鏡に映る入籠構造の中の反照と

自己証認（自己の存在証明）の姿として、また鏡と自己（自分自身）の姿として、次のやうに書かれてゐます。

「正面に覗き穴があった。郵便受けほどの、切穴。

 覗いてみた。ぼくの後ろ姿が見えた。そのぼくも、覗き穴から向こうをのぞいている。」

（１８９ページ上下段）
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［註１２］

「詩人、若しくは作家として生きる事は、やはり僕には宿命的なものです。ペンを捨てて生きるという事は、恐

らく僕を無意味な狂人に了らせはしまいかと思います。勿論、僕自身としては、どんな生き方をしても、完全な

存在自体――愚かな表現ですけれど――であればよいのですが、唯その為に、僕としては、仕事として制作と言

ふ事が必要なのです。これが僕の仕事であり、労働です。」

（『中埜肇宛書簡第８信』（1946年12月23日付）、全集第１巻 １８８ページ下段）



さて、かくして、ドン・キホーテとサンチョ・パンサの道中が始まるといふ次第。主人公が

前者で、《かいわれ大根》が後者であるとは限らない。二人といふべきか、一人と一つ、二

つの有機物は、上位接続点で互ひに一つの無機物であるかのやうに等価交換をしながら、

［（僕たちをものへの供物としよう）：（「A+B=K（定数）をAxB=K 」にしよう）］［註１

３］といふわけで、かうして主従の位置と役割を交換しながら、次のやうな安部公房固有の形

象（イメージ）によつて創造された地獄巡りを、天使のベッドに乗つて、するのです。

［註１３］

『安部公房の初期作品に頻出する「転身」といふ語について』（もぐら通信第５８号）の「VII 「転身」とい

ふ語は、詩文散文統合後に、どのやうに変形したか（「③散文の世界での問題下降」後の小説）」に詳述しまし

たので、ご覧ください。



５。１。４ 『カンガルー・ノート』の形象論

「１。２．２ 質としてある言葉の視点から見た内容」で述べた考へ方に基づき、この作品

の縦糸でもあり横糸でもある形象、さういふ意味では二つの糸の交差点に生まれてゐる、安

部公房の世界では従ひ存在の、図柄の話を致します。

この図柄は、安部公房の場合「１。２ 内容について」で述べたやうに、往々にして記号化

されてゐるのでした。記号化された図柄も含め、地の文にも登場する主要な形象を列挙する

と次のやうになります。最初に名前を列挙してから、それぞれの名前と形象の意味を論じます。



（１）《提案箱》

（２）《カンガルー・ノート》

（３）袋

（４）《かいわれ大根》

（５）開幕のベルの音

（６）二種類の救済者



もぐら通信

もぐら通信                         



41



ページ



（７）片道切符

（８）手術室と手術台

（９）自走するベッド

（１０）自走ベッドによる章の間の結末継承

（１１）何故人間は《かいわれ大根》を吐かねばならないのか

（１２）人面スプリンクラー

（１４）温泉療法

（１５）満願駐車場の呪文

（１６）笛の音

（１７）風の音

（１８）駐車場

（１９）「進入禁止」の立て札

（２０）サーカス

（２１）列車

（２２）呪文

（２３）尻尾

（１）《提案箱》

この小さな《提案箱》の中に《カンガルー・ノート》が投書されて、《カンガルー・ノート》

は、その《箱》の概念の中に含まれてゐる。最後の章第７章の最後では、この順序が逆にな

つて、後者である《カンガルー・ノート》は、地の文にベタで書かれたカンガルー・ノートに

なり、前者である小さな《提案箱》が大きな冷蔵庫用のダンボール箱に変形して、前者の小さ

な《提案箱》を含むことになる。（オタスケ オタスケ オタスケヨ オネガイダカラ タス

ケテヨ）といふ呪文と共に、小さな《提案箱》は地の文に回帰して等価交換され、《 》の

記号の取れた地の文の（ベタで書かれた）大きな冷蔵庫用のダンボール箱に変形するのです。

これは、メビウスの環の一捻りになつてゐて、次の存在への接続となつてゐる。

（２）《カンガルー・ノート》

この作品そのものが《提案箱》（凹）といふ《箱》の中に含まれてゐる《ノート》（真つ白

なこれから書かれる存在のノート）であつて、既に此の命名と記号の使ひ方からいつても再

帰的な入籠構造を、この作品も、作品の中に出てくる凹の形象も、最初から時間の先後に無

関係に、従ひ超越論的に備へてゐることを示してゐる。ここで云ふならば、再帰的

（recursive）であることは、超越論的（transcendental）であるといふことです。

主人公が第１章の最初の所で見る夢は「一般にノートはポケットに入れるためのものですね。

そのノートにさらにポケットをつけ足す……そのポケットに、さらにノートを重ねていく

と……」と、現実ではなく夢の中のこととして、有袋類の袋（凹）であるポケット（凹）の

入籠構造が語られてゐる。（８４ページ下段）即ち、《提案箱》と《カンガルー・ノート》の
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関係が語られてゐる。即ち此の作品『カンガルー・ノート』でいふ真獣類と有袋類の関係は、

上記「２。１ 呪文とtopologyと変形の関係」で、同じ論理である人間と人間そつくりの再

帰的入籠構造の関係として述べた通りです。これが、安部公房の小説観であり、世界認識です。

（３）袋

第１章の初めに『有袋類の涙』［註１４］とあるやうに、有袋類は話の最後には、壁に変形し

た『魔法のチョーク』のアルゴン君や『S・カルマ氏の犯罪』のS・カルマ氏のやうに、前者

は部屋の中から、後者は砂漠の中から脱出をして、前者も後者も壁の中から涙といふ透明な

物質を一滴滴らせることに至つて（結末共有である安部公房の透明感覚［註１５］）初めて、

さうして『有袋類』もまた同様に初めて、透明感覚が作中現れてから、袋の中から出た（地の

文の上での）有袋類に、なることができるのです。上記「（１）《提案箱》」で説明した《カ

ンガルー・ノート》と《提案箱》の第７章の結末の関係と同じです。

この作品の場合の透明なるものは、章別の透明感覚として次のものがあります。

（１）第１章：かいわれ大根：「水っぽい鼻水」「点滴の液」（９７ページ）

（２）第２章：緑面の詩人：「溜息めまじりの水の音」の水（１１５ページ）

（３）第３章：火炎河原：「風がはためく」とある風（１３２ページ）。「雨というよりは、

大粒の霧だ」とある雨（１３２ページ）

（４）第４章：ドラキュラの娘：「風」（１４２ページ下段）

（５）第５章：新交通体系の提唱：「ガラス戸」（１５８上段）

（６）第６章：風の長歌：「吹きすさぶ風」（１７４ページ下段）

（７）第７章：人さらい：「君には見えているの？」/「見えていないと思う？」といふ会話

（１８６ページ下段）

［註１４］

『有袋類の涙』については、「『魔法のチョーク』論」（もぐら通信第５２号）から長い引用をします。それほ

どに、この詩は安部公房にとつて大切な詩なのです。あなたはここに『赤い繭』『魔法のチョーク』『箱男』な

どの主人公を見ることできるでせう。壺は存在の形象です。安部公房は『涙の壺』といふ詩を、その凹の形象か

ら云つても、topologyで理解をしたのです。長いので、この註釈は飛ばして、後でお読みになつても結構です。

「この涙は、安部公房の愛唱したリルケの詩のうちの一つ『涙の壺』に歌はれてゐる涙です。 ［註１］

［註１］

『涙の壷』

Tränenkrüglein

Andere fassen den Wein, andere fassen die Öle

in dem gehöhlten Gewölb, das ihre Wandung umschrieb.

Ich, als ein kleineres Maß und als schlankestes, höhle
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mich einem ändern Bedarf, stürzenden Tränen zulieb.

Wein wird reicher, und Öl klärt sich noch weiter im Kruge.

Was mit den Tränen geschieht? ― Sie machten mich schwer,

machten mich blinder und machten mich schillern am Buge,

machten mich brüchig zuletzt und machten mich leer.

（http://www.textlog.de/22406.html）

安部公房は、何度かこのリルケの詩『涙の壷』に言及して、自分の所説を述べている箇所があります。

今その箇所を詳らかにすることができませんが、将来この壷を論じるための準備として、ここに訳出し、解釈と

鑑賞を施すことにします。

【散文訳】

他の者たちは葡萄酒を摑み、他の者たちは油を摑む

これらの者の囲壁を一定の範囲で囲っている、この中空になった丸天井の中で

わたしは、より小さな尺度として、そして最も痩せたものとして、

わたし自身を穿って、中空にし、窪ませて、他の欲求を満たすものとなす。墜落する涙のために。

葡萄酒はより豊かになり、そして油は壷の中でより清澄になる。

涙には何が起きているのだ？―涙は、わたしを重たくした、

わたしを目くらにした、そして、わたしの足の関節を玉虫色に光らせ、わたしを遂には破れやすい脆（もろ）い

ものにし、そして、わたしを空にしたのだ。

【解釈と鑑賞】

この詩は、何を歌っているのでしょうか。

第１連で歌われているのは、わたし以外の他の人々の行為です。

ひとつは、葡萄酒を摑み、ふたつは、油を摑むというのです。

リルケの最晩年の傑作二つの詩作品『オルフェウスへのソネット』であったか、『ドィーノの悲歌』であったか

の一節に、やはり壷と、これら葡萄酒と油のことが歌ってある一節があります。これを読むとリルケは、葡萄酒

の壷や油の壷で、人間の文明が誕生して、都市が生まれて、社会が生まれ、そこで交易をして生活をする、その

ような生活の豊さを表すものとして、この二つを使っています。

こ

れと同じ理解をここでも適用することで、この第１連は理解することができます。

しかし、わたしは、そのような都市や人間の生活の豊かさを享受する者ではない。そうではなく、全く逆に「墜

落する涙のために」いる者だとあります。

「墜落する涙」とは、涙を流しながら墜落してゆくということであり、そのように墜落するときに涙を流すとい

う意味でしょう。

この涙を流すと、人間は墜落するというのです。そして、それは、「他の欲求のために」墜落するのです。この

「他の欲求」の他とは、わたし以外の他の人々の欲求とは異なってという意味です。即ち、わたしは、葡萄酒や
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油の壷を手にしないのです。

そして、この欲求に身を任せると、自分自身が空になり、窪みになる。

この空になり、窪みになるという形象（イメージ）は、１０代の安部公房がリルケを読み耽って我がものとした

形象のひとつです。この窪みが、後年『砂の』女の砂の穴という窪みに成長します。

第２連では、そのようなわたしと社会との関係が歌われています。

わたしが空になればなるほど、窪みになればなるほど、社会の、都市の葡萄酒と油は、より豊になり純度が増す。



これに対して、全く反対に、わたしの身に起こることは、

「涙は、わたしを重たくした、

わたしを目くらにした、そして、わたしの足の関節を玉虫色に光らせ、わたしを遂には破れやすい脆（もろ）い

ものにし、そして、わたしを空にしたのだ。」

とあるようなことになります。

この詩の題名は、邦題は『涙の壷』ではありますが、ドイツ語ではTraenenkrueglein、トレーネン•クリューク

ライン、ですので、正確に言えば、涙の小さい壷、涙の小壷という意味です。

つまり、リルケは、このわたしは、葡萄酒の壷ではなく、油の壷でもなく、涙の小さな壷だといっているのです。

それが、わたしである、と。

しかし、そのようなわたしは、他の人々よりもより小さな尺度であり、最も痩せたものでとしてあるのです。即

ち、この測定者としての小さな存在であるわたし、そして、そのような存在として社会に対してある最も痩せた

ものとしてのわたし、リルケはこのようなわたしを『涙の小さな壷』と呼んだのです。

１０代の少年安部公房は、この詩をこのように誠に正確に理解したことでしょう。繰り返し、後年引用するほど

に。

翻って、第１連を読みおすと、わたし以外の、社会の中に生活する豊かな人々の周囲には壁が巡らされているこ

と、そうして、その壁の上には、中空の丸天井があって、わたし以外の他の人々は、その天井の下で生活してい

ると歌われています。

このリルケの歌った都市の生活の抽象的な表現についても、少年安部公房は、よく理解をしたことでしょう。

１８歳の安部公房は、そのような社会を、『問題下降に拠る肯定の批判』と題した論文の中では、社会は「蟻の

巣」だと書いています。その蟻の巣である閉鎖空間から脱出するために、安部公房自身もまた涙の小さな壷にな

ろうと決心したのです。

この詩には、既に『赤い繭』や『デンドロカカリヤ』の種子が胚胎しています。そういえるならば、『砂の女』

や『他人の顔』の種子もまた。



もぐら通信

もぐら通信                         



45



ページ



ちなみに、このリルケの詩について、１９４８年７月４日付で、安部公房は中田耕治さんに次の手紙を送つてい

ます。

「しかし若し僕が想像するように、君が割切れた合理的な仮面（？）の背後に、弱々しい、余りにも感じ易い、

例えば跪いガラスの鉢、リルケが歌つた涙の壺のような眼を隠してゐるのだつたら、僕はさう思へてならないの

ですが、僕等は今後もつと別なやうに、今までとは異つたやうに話し合つたはうが良くはないかと思ふのです。」

（『中田耕治宛書簡第１信』全集第２巻、５０ページ上段）

また、安部公房の１０代の詩集『没我の地平』所収の詩『詩人』と題した詩の最終連に、リルケの『涙の壺』を

念頭において書いた「悲哀の壺」といふ言葉が出てきます。（全集第１巻、１５７ページ）。

「この様に

 外の面が内を築きあげ

 移ふ生身で悲哀の壺に

 歓喜の光を注ぎつゝ

 久遠の生に旅立つ事が

 吾等詩人の宿命（さだめ）ではないのか」

（全集第１巻、１５７ページ）

また、『S・カルマ氏の犯罪』の中に、リルケの『涙の壺』や自らの詩の中にあつて上の詩のやうに歌はれたの

と同じ動機（モチーフ）による次の詩がある。これが、安部公房の「革命歌」であることは、この詩の後の次の

行でS・カルマ氏の世俗社会の中での名前である名刺が「「そんな革命歌なんてあるものか！」名刺はますます

腹をたてて叫」んだとあることで明らかです。リルケの「涙の壺」は、安部公房を介して、安部公房の共産主義

（コミュニズム）の理念の中に生き続けたのです。

「おれは水蒸気の中で殺されて

 丸くなった。

 しかし饅頭ではない、

 なぜなら中味が空っぽだからだ。」

（全集第２巻、４１３ページ上段）

この『S・カルマ氏の犯罪』といふ作品は、１９５１年の作品です。安部公房は、当時中田耕治さんと二人で立

ち上げた「世紀の会」のための宣言書として、『世紀の歌』といふ題の詩を１９４９年に書いてゐます。後者は、

生きてゐる人間のために涙する詩人の涙の蓄へられる壺と、詩人自身が其の壺になつて、即ち自己が空虚な壺に

なつてゐる其の自己との関係を歌つた同じ主題が、しかしもっと涙をを中心の主題にして、これからは「日々」

の時間を「乾かして」「涙の壺」を、即ち涙を乾溜すべきことが、それによつて空間的な空虚の壺を、自分自身

がミイラになる其のやうな壺である自己を創造することが歌われてゐます。この詩は次のやうな詩です。「涙の

壺を蒸溜」するための「火を消すものがやつてきたら」自分自身がミイラになる其のやうな壺である自己を創造

することが歌われてゐます。

「世紀の歌

 ぼくらの日々を乾かして

 涙の壺を蒸溜しよう

 ミイラにならう

 火を消すものがやつてきたら
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 ぼくら自身が火となるために！

 ［1949.3.15］」

『世紀の歌』と『S・カルマ氏の犯罪』の２年ほどの間に、安部公房の上記のやうな詩人から小説家への進境が

あります。丁度この努力の中間地点に、『牧神の笛』といふ、詩人から小説家への此の進境にかける決意と覚悟

を示した１９５０年の作品が位置してゐます。安部公房は自らが火になる覚悟をし、「涙の壷」を蒸留して、乾

かせて、１９５１年に『不思議の国のアリス』に出逢つて、散文家としての乾いた明るい、日本共産党員になる

以前に於いての乾いた文体を獲得するのです。日本共産党員の１０年を閲した後に、この乾いた文体はもつと進

境して、その後の小説の世界で読者に馴染み深い黒い笑い（ブラックユーモア）の横溢する典型的な安部公房の

文体になります。この経緯の詳細は、『安部公房と共産主義』（もぐら通信第２９号）に詳述しましたのでご覧

ください。

さて、長い註釈とはなりましたが、『魔法のチョーク』（１９５０年１２月１日）は、このやうに、その前に書

かれた『デンドロカカリヤ』（１９４９年８月１日）と同様に、安部公房の散文としての『涙の壷』であり、『赤

い繭』（１９５０年１２月１日）もまた同様であつて、この時期の安部公房の努力と散文家への確かな方向を示

してゐるのです。その根底には、しかし、リルケの詩想のみならず、他方論理的には位相幾何学のあることは、

いふまでもありません。

［註1.1］

「安部公房の心の穴」と『涙の壺』といふ詩について『安部公房と共産主義』（もぐら通信第２９号）より、標

記に関係して［註１３］を次の通り引用して、「涙の壺」を巡る大切な事柄をお伝へします。

「ナンシー・S・ハーディン（シールズ）との対談で、安部公房は、その旺盛な創作活動の由って来るところは

何かと訊かれて、次のように答えています。１９７３年、安部公房４９歳

「創造力はある意味での欠乏から発生するのではないかという気がします。いわば「油切れ」と同じようなもの

からね。それはネガティヴな圧力であり、一種の空虚であるわけです。もっと具体的に説明するために、二人の

作家の名前を挙げましょう。エドガー・アラン・ポーとフランツ・カフカです。二人とも同じネガティヴな感覚

を共有していたようにぼくには思われるのです。これは、ぼく自身の問題だけではなく、むしろ他人が何を望ん

でいたかという問題です。だれしも心の中にからっぽの穴が空いている。そして、できるなら、ぼくはその穴を

埋めたいのです」（『安部公房との対話』ナンシー・S ・ハーディン。全集第２４巻、４６８ページ。）

「ぼく自身の問題だけではなく、むしろ他人が何を望んでいたかという問題」という安部公房の考えは、これは

このまま１０代で確立した安部公房の自己と世界の関係の、即ち外部と内部の交換の、そして作家と読者の関係

の本質を言っているのです。これは、１９歳のときに書いた『〈僕は今こうやって〉』以来、終生変わることが

ありませんでした。

さて、トーマス・マンも、安部公房と全く同じことを言っています。世の人は才能があるというが、実はさうで

はないのだ、才能とは、欠落なのだ、と。この欠落を言い変えて、etwas Unmenschliches（非人間的なもの）

と言っています。

安部公房が詩人から小説家にならうと努力したときに書いた『牧神の笛』でも、リルケに同じものを発見して苦

しむ安部公房がおります。あんなに１０代で溺れるようにして読んだ素晴らしい詩作品を書いたこの詩人が、実

に冷酷な人間であることに気づいて、驚くのです。そして、詩人から小説家（散文家）になるために、その冷酷

な人非人の人間になろうとする決心を、このエッセイの最後で披露しています。それも、自己再帰的に、自分の

血を啜（すする）半獣半神の、牧神のような生き物として。つまり、詩人のまま小説家になろうという決意なの



もぐら通信

もぐら通信                         



47



ページ



です。リルケに倣って。そして、この試みが成功するには、日本共産党員の時代を経験しなければなりませんで

した。これについては、来年１月号に『安部公房と共産主義』と題してお話しします。

さて、この「欠乏」は、安部公房の場合は、「それはネガティヴな圧力であり、一種の空虚であるわけです」と

言っていることからわかる通り、これは『S・カルマ氏の犯罪で、主人公の持っている胸の陰圧として形象化さ

れたものですし、後年の『方舟さくら丸』では、何でも吸い込んで処分してしまう便器として、物語の中心の座

を占めて、登場するものです。

安部公房のこのブラックホールのような便器への執着が、何故なのか、何に由来するのかということは、『もぐ

ら感覚１５：便器』（もぐら通信第１３号）で論じましたので、お読み下さい。

しかし、それ以前には、安部公房は自分にしっくりとくるこの空虚、心の中に空いているからっぽの穴は、やは

りリルケの『涙の壺』に同じそれを見て、数理・論理的にであるばかりではなく、自分自身の生理的な実感とし

ても、この詩を理解していたのです。この詩については、この註［註1.1］の上位の註［註１］で訳し、解釈と

鑑賞をつけましたのでお読み下さい。

この詩を読むと、『S・カルマ氏の犯罪』の前の『デンドロカカリヤ』（１９５２年１２月）も、その後の『赤

い繭』や『魔法のチョーク』（共に１９５０年１２月）も、安部公房の同じ生理感覚と論理の上に成り立ってい

ることがわかります。

そして、そればかりではなく、論理と生理的感覚としては、それ以外のすべての作品に、安部公房の変形の論理

と一緒に、この空虚のあることがわかります。

更に、安部公房は、冒頭の引用の後、この対談で次のように言っています。

「しかし、一度書き出してしまったら、不思議なことに、書いている作品自体が主導権を握り、ぼくはそれに従

うしかない。もはや自分が書いているものを支配できなくなるんです。ある段階を超えてしまうと、自分ではコ

ントロールできなくなる。」

これは、この空虚を持ち、知っている言語藝術家だけが覚える言語の自己増殖です。同じ経験を、トーマス・マ

ンは繰り返し述べています。言語組織が、自己の意思を持って増殖し、有機体を完成して行く。

他方、普通の言語使用者は、言語を制禦（コントロール）できると思っていて、そのように言葉を使用すること

をよしとするのです。これが、普通の世間に棲む人間たちの世界での言語についての考え方です。法律も、この

考え方でできている。しかし、安部公房の主人公たちは皆、法律の外に、無名の、世間に未登録の人間として生

きています。

冒頭に引いたこの対談は、これ以外にも実に贅沢に安部公房の主題と、安部公房自身による解説がされていて、

安部公房の読者には欠かすことのできない資料の一つであると思います。

何故か、リルケについて、その周辺のことについて語り始めると、安部公房は誰にも言わない本当のことを語り

始めるのです。リルケについて語るところ、散文家としての自分にとってのリルケの意義について語るところを

読むと、安部公房がリルケをどうやって「否定的媒介」として考えて、自分が散文家になったのかが、よくわか

る論理を、別の率直な言葉で語っております。（全集第２４巻、４７３から４７４ページ。また、４７６ページ

上段）
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また、その他にも、小説や戯曲を書くことや舞台をつくることは、時間の空間化であること、函数関係で表現す

ることであること、革命と安部公房の理解した実存について、その覚悟について、『箱男』に挿入した８枚の写

真について等々、この『箱男』刊行後の安部公房の考えをふんだんに、実に贅沢に、安部公房は率直に開陳して

います。

戦時中に読んだ哲学者の名前として、ヤスパース、ハイデッガー、フッサールの名前を挙げています。しかし、

ニーチェの名前を挙げていない。ということは、それほどニーチェは、安部公房にとって深く理解をした大切な

哲学者であったのです。１０代の、哲学談義をした親しき友、中埜肇宛の書簡を読めば、安部公房がどんなにニー

チェを、これもリルケと同じ位に、溺れるように読んだかが判ります。ニーチェは、何よりも、安部公房生涯唯

一のプロット、閉鎖空間からの脱出と帰還の永劫回帰の覚悟を教えてくれた哲学者であるからです。

このインタビュアーは、『安部公房の劇場 Fake Fish The Theater of Kobo Abe』という、安部公房をよく理

解した人間の書く素晴らしい本を書いておりますが、この対談でも、安部公房の持つ純粋数学への嗜好を自分は

知っていることを伝えて、安部公房の本音を引き出しています。

安部公房は、このインタビュアーに心をゆるし、思わず、

「これは普通人に話したりしないのですが、ぼくは満洲生まれで、そこは冬がとてもきびしいところでした。」

と始めて、自分にとってエドガー・アラン・ポーがどんなに大切な、最初に物語の本質を教えてくれた作家であ

るかを述べています（全集第２４巻、４７５ページ下段）。ルイス・キャロルは、ポーの次に好きだとも、言っ

ております。 一読をお奨めします。」

（「『魔法のチョーク』論」もぐら通信第５２号）

［註１５］

『もぐら感覚７：透明感覚』（もぐら通信第５号）で論じましたので、これをご覧ください。また、（「『魔法

のチョーク』論」もぐら通信第５２号）から以下に引用します。

「安部公房の詩も小説も、その最後に（リルケに学んだ）透明感覚が出てきます。この透明感覚が現れると、主

人公は現実の世界での死または失踪を迎えることになります。例を挙げれば、『砂の女』の最後の濾過装置の水

の透明感覚、『他人の顔』の最後の電話ボックス（のガラス）、即ち透明な箱、『燃えつきた地図』の最後の電

話ボックス（のガラス）である透明な箱、『箱男』の最後の「じゅうぶんに確保」されてゐる余白と沈黙の

「……」のある「落書きのための」透明な箱、『密会』の最後の（『砂の女』の最後と同じ）「コンクリートの

壁から滲み出した水滴」（と「明日の新聞」）、『方舟さくら丸』の最後の手が透けて見え、景色も透けて見え

る透明感覚、『カンガルー・ノート』の最後の透明感覚を巡る会話（「君には見えているの？」/「見えていな

いと思う？」）」



さて、この物語の中に登場する袋と袋に似たものに関する言葉を以下に列挙します。袋と袋

に似たものとの関係、即ち真獣類と有袋類の関係を、有袋類の中に探すのです。この入籠構造

がtopologyであり、言語構造です。Topologyで『カンガルー・ノート』を読み解きませう。

袋と袋に似たものは、共に凹の形象をしてをりますから、本物と贋物はtopologicalには等価

で交換可能だといふことを意味してゐます。袋とは凹（窪み）の形象、即ち材質材料は関係な

く、開口部のある箱型のこと、または巾着といふ開口部のある財布の袋の形象です。有名な
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小説『砂の女』の砂の穴を思つて下さい。一言でいへば、穴であり、窪みです。あるいは、

窓のある部屋です。これも袋です。以下明示するページは最初に出てきたページです。もし此

の一覧を笑ひ声を上げずに読み通せたら、穴た（アナタ）は大したものです。安部公房も多

分、書斎の中で、悲しみでもいない喜びでも無い、単行本の裏表紙に写つてゐるニュートラ

ルな笑ひを笑ひながら執筆したのではないかと、私は想像します。表表紙の動物の頭蓋骨も

またニュートラルな笑ひを笑つてゐます。これら７７の凹の形象を表す言葉のうち、どれを存

在とするかは、勿論、安部公房が決めることであり、安部公房次第です。

第１章：かいわれ大根

①有袋類（８３ページ下段）

②《提案箱》（８２ページ下段）

③《カンガルー・ノート》（８２ページ下段）

④毛穴（８２ページ上段）

⑤ポケット（８４ページ下段）

⑥《かいわれ大根》（８５ページ上段）

⑦「淡黄色の液でふくらんだ大判のビニール袋」（９０ページ上段）

⑧「拳大の透明な袋」（９０ページ上段）

⑨大型のコンクリート・ミキサー（９５ページ上段）

⑩点滴の袋（９５ページ下段）

⑪警官が示した「薄い書類挟みから」取り出した「葉書大のカード」に描かれた『尻尾』の

ない豚（９５ページ下段）

⑫飼葉桶（９６ページ上段）

第２章：緑面の詩人

⑬小便袋（９８ページ下段）

⑭穴（９９ページ下段）

⑮５台分の量を運搬する十トントラック（１０１ページ下段）

⑯列をなすトロッコ（１０１ページ下段）

⑰「遊園地風のミニ列車」（１０２ページ上段）

⑱硫黄泉（１０２ページ下段）

⑲鳳仙花（１０３ページ上段）

⑳「中ほどに、屋根付きの開口部」のある「約八メートル」の「昔は烏賊釣り船だった」「小

型の漁船（１０５ページ上段）

「縞魚の研究によれば、雄と雌それぞれの生殖腺を生干しにして、百メートル十五秒以内の

速度（中学三年生の平均走行能力）で接触させると、ダイナマイトをしのぐ強力な爆発力を発

揮するといふ」烏賊（１０７ページ）

「『三日堂』の標識のすぐ先に、以前は荷揚げ場に使っていたらしい、「コ」の字型のテ

ラス」（１０８ページ下段）
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鞄（１１２ページ上段）

財布（１１２ページ下段）

脱衣籠（１１２ページ下段）

「胸のチューブも挿入したまま」の主人公または「チューブも挿入したまま」の胸（１１３

ページ下段）

「トンボ眼鏡の大型バッグ」（１１３ページ下段）：案内人は鞄（凹）を持つてゐる。

便器（１１４ページ上段）

亀頭（１１４ページ上段）

第３章：火炎河原

滝壺（１１６ページ上段）

地獄谷といふ谷（１１７ページ上段）

露天風呂（１１７ページ下段）

「底なし井戸の陰惨な歌」または其の歌の井戸（１２２ページ上段）

「沸騰した薬罐の蓋の賑やかさで」火炎河原に到着する「橙色の軽自動車」（１２２ペー

ジ下段）

門のある「硫黄鉱山」（１２５ページ下段）

小型バス（１２７ページ下段）

カンガルーの袋（１２８ページ上段）

風呂敷包（１２８ページ下段）

スーパーの紙袋（１２８ページ下段）

露天風呂（１３１ページ下段）

「薄いプラスチックの小箱」（１３２ページ上段）：浦島太郎の玉手箱である。

缶ジュース（１３２ページ上段）

テント（１３２ページ上段）

第４章：ドラキュラの娘

キャベツ畑：かいわれ大根と同じ形象。（１３５ページ下段）

注射器（１３８ページ上段）

味噌汁（の碗）（１４４ページ下段）

第５章：新交通体系の提唱

脱衣籠（１４５ページ上段ジ）

トンボ眼鏡の持つ「ショルダー」（１４７ページ上段）

「黒の線が入った看護婦の制帽」（１４７ページ上段）

砂風呂（１４７ページ下段）

①①「幼児化現象の窪み」（１４７ページ下段）

①①①「模型の建物の底辺の空き地に、びったり自分を嵌め込めるだけの隙間が開いていた」
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